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はじめに

本書は、 PCI ボッ クスを  SPARC Enterprise T5120/T5140/T5220/T5240/T5440 サー
バに設置する手順について説明したものです。 また、 PCI ボッ クスの使用および保守
に関する情報についても説明しています。

注 - PCI ボッ クスは、 プログラムおよびマニュアル内で 「I/O ボッ クス」 と記述され
る場合があ り ます。 また、 英語版では 「External I/O Expansion Unit」 と表記されま
す。

こ こでは、 以下の項目について説明します。

■ 対象読者

■ SPARC Enterprise T5xxx サーバ関連マニュアル

■ 書体と記号について

■ 安全上の注意事項

■ マニュアルへのフ ィードバッ ク

対象読者
本書は、 コンピュータネッ ト ワークおよび Oracle Solaris オペレーティ ングシステム
（Oracle Solaris OS） の高度な知識を有するシステム管理者を対象にして書かれてい
ます。
xi



SPARC Enterprise T5xxx サーバ関連マニ
ュアル
ご使用のサーバに関連するすぺてのマニュアルは、 以下の場所に公開されています。

プロダク ト ノー トは、 ウェブサイ トでのみ公開しています。 本製品の最新情報を確認
して ください。

■ 国内

http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/

■ 海外

http://www.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/

■ Oracle Solaris OS などの Sun Oracle 製ソフ ト ウェア関連マニュアル

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/index.html

SPARC Enterprise T5xxx サーバ関連マニュアル 説明 マニュアルコード

SPARC Enterprise T5120 サーバ はじめにお読み
ください

サーバの初回電源投入および起動のために必要
な簡易手順

C120-E518

SPARC Enterprise T5220 サーバはじめにお読み
ください

サーバの初回電源投入および起動のために必要
な簡易手順

C120-E519

SPARC Enterprise T5140 サーバはじめにお読み
ください

サーバの初回電源投入および起動のために必要
な簡易手順

C120-E488

SPARC Enterprise T5240 サーバはじめにお読み
ください

サーバの初回電源投入および起動のために必要
な簡易手順

C120-E489

SPARC Enterprise T5440 サーバはじめにお読み
ください

サーバの初回電源投入および起動のために必要
な簡易手順

C120-E504

PCI ボッ クス  プロダク ト ノー ト  SPARC 
Enterprise T5120/T5140/T5220/T5240/T5440 サ
ーバ版

製品の更新および問題に関する最新情報 C120-E544

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ プロダク
ト ノー ト

製品の更新および問題に関する最新情報 C120-E458

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ プロダク
ト ノー ト

製品の更新および問題に関する最新情報 C120-E493

SPARC Enterprise T5440 サーバ プロダク ト ノー
ト

製品の更新および問題に関する最新情報 C120-E508

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ 製品概要 製品の機能 C120-E460
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SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ 製品概要 製品の機能 C120-E494

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ 設置計画
マニュアル

サイ ト計画に関するサーバの仕様 C120-H027

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ 設置計画
マニュアル

サイ ト計画に関するサーバの仕様 C120-H028

SPARC Enterprise T5440 サーバ 設置計画マニュ
アル

サイ ト計画に関するサーバの仕様 C120-H029

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ インス ト
レーシ ョ ンガイ ド

ラ ッ ク搭載、 ケーブル配線、 電源投入、 および
構成に関する詳細情報

C120-E462

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ インス ト
レーシ ョ ンガイ ド

ラ ッ ク搭載、 ケーブル配線、 電源投入、 および
構成に関する詳細情報

C120-E496

SPARC Enterprise T5440 サーバ インス ト レーシ
ョ ンガイ ド

ラ ッ ク搭載、 ケーブル配線、 電源投入、 および
構成に関する詳細情報

C120-E510

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ サービス
マニュアル

診断を実行してサーバの障害追跡を行う方法、
およびサーバの部品を取り外して交換する方法

C120-E463

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ サービス
マニュアル

診断を実行してサーバの障害追跡を行う方法、
およびサーバの部品を取り外して交換する方法

C120-E497

SPARC Enterprise T5440 サーバ サービスマニュ
アル

診断を実行してサーバの障害追跡を行う方法、
およびサーバの部品を取り外して交換する方法

C120-E512

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ アド ミ ニ
ス ト レーシ ョ ンガイ ド

サーバ固有の管理作業の実行方法 C120-E464

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ アド ミ ニ
ス ト レーシ ョ ンガイ ド

サーバ固有の管理作業の実行方法 C120-E498

SPARC Enterprise T5440 サーバ アド ミ ニス ト レ
ーシ ョ ンガイ ド

サーバ固有の管理作業の実行方法 C120-E511

Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガ
イ ド

Integrated Lights Out Manager (ILOM) ソフ ト
ウェアで管理されるすべてのプラ ッ ト フォーム
に共通する情報

C120-E474

Integrated Lights Out Manager 2.0 補足マニュア
ル SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバで
Integrated Lights Out Manager (ILOM) ソフ ト
ウェアを使用する方法

C120-E465

Integrated Lights Out Manager 2.0 補足マニュア
ル SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバで
Integrated Lights Out Manager (ILOM) ソフ ト
ウェアを使用する方法

C120-E499

Integrated Lights Out Manager 2.0 補足マニュア
ル SPARC Enterprise T5440 サーバ

SPARC Enterprise T5440 サーバで Integrated 
Lights Out Manager (ILOM) ソフ ト ウェアを使
用する方法

C120-E513

SPARC Enterprise T5xxx サーバ関連マニュアル 説明 マニュアルコード
はじめに xiii



書体と記号について

External I/O Expansion Unit Safety and 
Compliance Guide/ 安全に使用していただくた
めに

PCI ボッ クスの安全性および適合性に関する情
報

C120-E457

SPARC Enterprise T5120/T5220 サーバ 安全に使
用していただくために

このサーバの安全性および適合性に関する情報 C120-E461

SPARC Enterprise T5140/T5240 サーバ 安全に使
用していただくために

このサーバの安全性および適合性に関する情報 C120-E495

SPARC Enterprise T5440 サーバ 安全に使用して
いただくために

このサーバの安全性および適合性に関する情報 C120-E509

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力し、 画面上に表示
される内容を示します。

この字体は、 枠内でコマンドの入
力例を示す場合に使用されます。

XSCF> adduser jsmith

AaBbCc123 コンピュータが出力し、 画面上に
表示されるコマンドやファ イル、
ディ レク ト リの名称を示します。

この字体は、 枠内でコマンドの入
力例を示す場合に使用されます。

XSCF> showuser -p

User Name: jsmith

Privileges: useradm

 auditadm

『 』 参照する書名を示します。 『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/
M9000 サーバ XSCF ユーザーズガ
イ ド』 を参照して ください。

「 」 参照する章、 節、 または、 強調す
る語を示します。

「第 2 章 システムの特長」 を参照
して ください。

SPARC Enterprise T5xxx サーバ関連マニュアル 説明 マニュアルコード
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安全上の注意事項
PCI ボッ クスをご使用または取り扱う前に、 次のドキュ メ ン ト を熟読して ください。

■ Important Safety Information for Hardware Systems

■ External I/O Expansion Unit Safety and Compliance Guide / 安全に使用していた
だくために

マニュアルへのフ ィードバッ ク
本書に関するご意見、 ご要望がございましたら、 次の URL からお問い合わせくださ
い。

http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/
はじめに xv
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章第 1

概要

PCI ボッ クスでは、 PCI カードの追加スロ ッ ト を持つホス トサーバを実現できます。

■ 1 台の I/O ボートで 6 個の PCI カード スロ ッ ト を追加できます。

■ オプシ ョ ンで 2 台の I/O ボート構成と した場合（図 1-1）、12 個の PCI カード スロ ッ ト
を追加できます。

注 – PCI ボッ クスは、 プログラムおよびマニュアル内で I/O ボッ クス と表現される
場合があ り ます。

この章では、 以下の項目について説明します。

■ 機能の概要

■ カード スロ ッ ト

■ キャ リ ア

■ PCI ボッ クスの構成

■ LED

■ システム管理

■ 設置準備

■ 保守情報

■ 静電気に関するご注意
1-1



図 1-1 PCI ボッ クス （前面図と背面図）

1.1 機能の概要
図 1-2 に、 PCI ボッ クスの主なユニッ ト を示します。 これらのユニッ トについては個
別に説明します。 

注 – PCI ボッ クスの正面および背面に関わらず、 すべてのスロ ッ ト 、 電源ユニッ ト 、
I/O ボートは左から右の順に数えます。  

図説明

1 前面図

2 背面図

1

2
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図 1-2 PCI ボッ クスの主なユニッ ト （上面図）

図説明

1 筐体 6 I/O ボート 1

2 電源ユニッ ト 1 7 電源中継ケーブル

3 電源ユニッ ト 0 8 ケーブルマネジメン トユニッ ト （2 タイプのうち 1 つが

含まれます。）

4 センタープレーン 9 PCI ボックス接続カード

5 I/O ボート 0

1

2

4

5

7

6

9

8

3
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1.1.1 筐体

PCI ボッ クスの筐体には、 センタープレーン （図 1-2 項 4） と 2 本の電源中継ケーブル
（図 1-2 項 7） があ り ます。 電源中継ケーブルは取り外すこ とはできません。 

筐体内で保守可能なユニッ トはあ り ません。 センタープレーンまたは電源中継ケーブ
ルが破損した場合は、 筐体自体を交換する必要があ り ます。

注 – 交換用の筐体には、 電源ユニッ トや I/O ボートは搭載されていません。 破損し
た筐体から交換用の筐体へ、 電源ユニッ ト  と I/O ボート を移し替えて ください。   

電源中継ケーブルは、 それぞれ 1 台の電源ユニッ トに電源を供給します。 電源を冗長
するためには、 2 本の電源中継ケーブルをそれぞれ別系統の電源に接続して くださ
い。 

注意 – 電源中継ケーブルは、直接電源コンセン トに差し込むこ とができません。 PCI 
ボッ クスには、 2 本の電源コードが同梱されています。  電源中継ケーブルには、 同梱
の電源コードを接続してから電源を使用して ください。  

注意 – 電源コードは、 PCI ボッ クスに同梱されている電源コードを必ず使用して く
ださい。 他の電源コードは、 出力定格が異なる場合があるため使用しないでくださ
い。  
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1.1.2 電源ユニッ ト

冗長性を確保するために、 PCI ボッ クスには電源ユニッ トが 2 台あ り ます。 図 1-3 を
参照して ください。 

電源ユニッ トには、 それぞれ内蔵のファンが搭載されています。

図 1-3 電源ユニッ ト

図説明

1 電源ユニッ ト 5 ファン

2 ハンドルロックネジ 6 警告ラベル

3 ハンドル 7 電源スロッ ト 0

4 電源スイッチ 8 電源スロッ ト 1

1

24

5

7

6

3

8
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1.1.2.1 AC 電源

電源ユニッ トのスロ ッ ト には、 筐体背面からの電源中継ケーブルを通じて電源が供給
されます （図 1-3）。

電源ユニッ ト間では、 入力電源は共有されません。 電源ユニッ トに確実に電源を供給
するために、 2 本の電源中継ケーブルを電源に接続する必要があ り ます。

電源中継ケーブルは、 それぞれ近くの電源ユニッ トに対して電源を供給します。 

電源ユニッ トは、 それぞれ別系統の外部 AC 電源に接続して ください。 そ うする こ と
によ り、 1 つの AC 電源に故障が発生した場合でも、 業務が中断されるこ とを防ぎま
す。

1.1.2.2 ファン

各電源ユニッ トの前面部には、 1 台のファンがあ り ます。 ファンの 1 つに故障が発生
しても、 残りのファンから 2 台の I/O ボート を冷却するのに十分な空気が送られま
す。

注 – ファンには、 センタープレーンを通じて DC 電源が供給されます。 1 台目の電源
ユニッ トに電源が投入された状態で、 2 台目の電源ユニッ ト を取り付けている場合、
PCI ボッ クスに電源を投入する と、 ファンが回転する場合があ り ます。 これは正常な
動作です。

1.1.3 I/O ボート

PCI ボッ クスには最大 2 台の I/O ボート を搭載できます （図 1-4）。

注 – ホス トサーバに接続できる I/O ボートの最大数は、 ホス トサーバのモデルよっ
て異な り ます。 表 1-1 を参照して ください。

表 1-1 サーバごとの I/O ボート数

サーバモデル サポート される I/O ボートの最大数

SPARC Enterprise T5120 サーバ 1 

SPARC Enterprise T5140 サーバ 2 
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図 1-4 I/O ボート

PCI Express I/O ボートは、 x8 までのレーン幅の PCI Express カードに対応します。 

SPARC Enterprise T5220 サーバ 2 （プロセッサごとに最大 1 台の I/O ボート  ）

SPARC Enterprise T5240 サーバ 2 （プロセッサごとに最大 1 台の I/O ボート  ）

SPARC Enterprise T5440 サーバ 4 （プロセッサごとに最大 1 台の I/O ボート  ）

図説明

1 I/O ボート 5 ボートスロッ ト 0

2 2固定ネジ 6 ボートスロッ ト 1

3 リンクカードキャリア （スロッ ト 0） 7 警告ラベル

4 PCI カードキャリア （スロッ ト 1 ～ 6）

表 1-1 サーバごとの I/O ボート数

サーバモデル サポート される I/O ボートの最大数

1

2

4

5

7

6

3

第 1 章 概要 1-7



図 1-5 I/O ボートの論理レイアウ ト

注 – スイ ッチは、 複数のバスを 1 つのバスに接続するためのデバイスです。

I/O ポートでは、 すべての PCI カードのデータは、 リ ンクカード経由で受け渡され
ます。

システム診断を実行する場合、 OpenBoot PROM プローブの出力にスイ ッチが表示さ
れます。 しかし、 リ ンクカード自体は OpenBoot PROM のプローブに表示されませ
ん。

1.2 カード スロッ ト
カードスロ ッ トの特徴は次のとおりです。

■ I/O ボートに 7 つのカード スロ ッ ト があ り ます。0 ～ 6 のスロ ッ ト番号は左から右の
順に数えます。 

PCI Express I/O ボート PCI Express I/O ボート

32 レーンスイッチ 32 レーンスイッチ

32 レーン

スイッチ

32 レーン

スイッチ

32 レーン

スイッチ

32 レーン

スイッチ

Li
nk

 0

S
lo

t 1

S
lo

t 2

S
lo

t 3

S
lo

t 4

S
lo

t 5

S
lo

t 6

Li
nk

 0

S
lo

t 1

S
lo

t 2

S
lo

t 3

S
lo

t 4

S
lo

t 5

S
lo

t 6

6 PCI Express スロッ ト 6 PCI Express スロッ ト
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■ スロ ッ ト 0 はリ ンクカード用に予約されています。 スロ ッ ト 0 は、 I/O ボートの一
番左側のスロ ッ ト です。 リ ンクカードの詳細については、 「PCI ボッ クス接続カー
ド」 （1-12 ページ） を参照して ください。  

■ スロ ッ ト 1～ 6はPCI カード用です。（PCI カードは、ホス ト アダプターまたはホス ト
バスアダプターと もいいます。） 

■ PCI カード スロ ッ トはホッ ト プラグに対応していません。

■ PCI Express I/O ボートは、 x8 までのカード ソケッ ト をサポート しています。 PCI 
Express x16 カードは、 PCI Express I/O ボートではサポート されていません。

注 – グラフ ィ ッ クカードはサポート されていません。 

注意 – x16 の PCI Express カードを I/O ボートに挿入しないでください。 x16 カード
ソケッ トは x8 カード ソケッ ト よ り も幅が広いため、 ソケッ ト が破損します。

1.2.1 キャ リ ア

PCI ボッ クスの PCI カードはすべてキャ リ ア （ 図 1-25） に取り付けます 。 キャ リ アは
電波障害を抑え、 PCI ボッ クスの通気性を確保します。

各キャ リ アの前面には、 PCIE 1 などのスロ ッ ト番号を表すラベルが付けられていま
す 。 

注 – スロ ッ ト 0 はリ ンクカード用に予約されています。 このスロ ッ トには LINK 0 と
い う ラベルが付けられています。

キャ リ アは、 物理的なキーによって特定のスロ ッ ト番号だけに取り付けるこ とができ
ます。 必要に応じてキーを移動して、 他のスロ ッ ト に取り付けるこ とができます。

新しいキャ リ アにはダ ミーカード （ブランクカード と もいいます） が取り付けられて
います。 ダ ミーカードは、 キャ リ アを所定の位置に固定し、 I/O ボートの通気性を確
保するするためのものです。 ダ ミーカードの詳細については、 「ダ ミーカード」 （1-11
ページ） を参照して ください。 

1.2.1.1 キャ リ アスロ ッ ト

各 I/O ボートには、 7 つのキャ リ アがあ り ます （図 1-6）。 キャ リ アは、 さまざまなサ
イズおよび形状の PCI カードに合わせて調節可能です。 リ ンクカードにも同じ種類
のキャ リ アが使用されます。 

■ キャ リ アスロ ッ ト 0 はリ ンクカード専用です。
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■ キャ リ アスロ ッ ト 1 ～ 6 は、 PCI カード用に使用されます。

図 1-6 PCI キャ リ ア

図説明

1 キャリアハンドル

2 キャリアロッ クネジ

1

2
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1.2.1.2 ダ ミーカード

新品のキャ リ アにはダ ミーカードが取り付けられています （図 1-7）。

図 1-7 ダ ミーカード

ダ ミーカード上のサービスラベル （図 1-7 では未記載） には、 PCI カードの取外しお
よび取付けに関する簡単な説明が含まれています。

注 – 未使用のキャ リ アが I/O ボートのスロ ッ ト内で振動するのを最小限に抑えるた
め、 ダ ミーカードをしっかり と装着して ください。

PCI-E
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1.2.2 PCI ボッ クス接続カード

各 I/O ボートには、 1 セッ トの PCI ボッ クス接続カード （図 1-8） が必要です。

PCI ボッ クス接続カードには 2 枚のリ ンクカードが含まれています。 一方の リ ンクカ
ードはホス トサーバに搭載します。 も う一方の リ ンクカードは、 I/O ボートに搭載し
ます。 リ ンクカードは、 物理的には同じものです。

ロープロファ イル型 I/O カード スロ ッ ト に使用される、 ロープロファ イル型ブラケ
ッ トが含まれています。

図 1-8 PCI ボッ クス接続カード

各 I/O ボートのスロ ッ ト 0 は、 リ ンクカード専用です。 スロ ッ ト 0 はリ ンクカード
にだけ使用します。
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1.2.3 ケーブルのマネジメン ト

ラ ッ クの背面には、 ケーブルマネジメン トユニッ トが取り付けられます。 ケーブルマ
ネジメン トユニッ トには、 次の 2 種類あ り ます。

■ ラ ッ クには、 ラ ッ クの両側に沿ってケーブルを配線できるものがあ り ます。 タ
イプ A ケーブルプレート （図 1-9） はラ ッ クの両側にケーブルを配線する場合に
使用できます。

■ ラ ッ クには、 ラ ッ クの右側だけに配線できるものがあ り ます。タイプ B ケーブル
プレート （図 1-10） はラ ッ クの右側にケーブルを配線する場合に使用できます。

図 1-9 ラ ッ ク両側にケーブルを配線するためのケーブルマネジメン トユニッ ト
（タ イプ A）

図説明

1 タイプ A ケーブルプレート

2 サポートブラケッ ト

3 ケーブルプレート ロッ クネジ

1

2

2

3

3
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図 1-10 ラ ッ ク右側だけにケーブルを配線するためのケーブルマネジメン トユニッ ト
（タ イプ B）

注 – 電源ユニッ ト 1 側の電源コードがコンセン ト ボッ クスまで届かない場合は、 ラ
ッ クの左側へ電源コードを通して ください。

図説明

1 タイプ B ケーブルプレート

2 サポートブラケッ ト

3 ケーブルプレート ロッ クネジ

1

3

3

2

2
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1.2.3.1 リ ンクケーブルの最小曲げ半径

リ ンクケーブルは、 きつく巻きすぎる と破損する場合があ り ます。 リ ンクケーブルの
最小曲げ範囲は、 47 mm/1.85 in. です。

注意 – リ ンクケーブルは、 上に示した曲げ半径よ り も小さ く巻く と断線します。 

1.2.3.2 ケーブルマネジメン トユニッ ト

ケーブルマネジメン ト ユニッ トには、 2 つのサポートブラケッ ト と 1 つのケーブルプ
レートが含まれます。

サポートブラケッ トは、 ネジを使用してラ ッ クの背面に取り付けます。 ケーブルプレ
ートは、 サポートブラケッ トの上に取り付けます。

サポートブラケッ トには、 2 つの取付け位置があ り ます （図 1-11）。

■ 通常の取付け位置 （ノーマルポジシ ョ ン）

サポートブラケッ トの上にケーブルプレート を取り付けます。

■ 高い取付け位置 （サービスポジシ ョ ン）

サポートブラケッ トの高い位置にケーブルプレート を取り付けます。 これによ り、
I/O ボート を取り外した り交換した りするためのク リ アランスを確保できます。

図 1-11 ケーブルプレート （ノーマルポジシ ョ ンおよびサービスポジシ ョ ンの側面図）

図説明

1 ノーマルポジシ ョ ンのケーブルプレート （下寄り）

2 サービスポジシ ョ ンのケーブルプレート （上寄り）

3 ケーブルプレート ロッ クネジ

1
2

3
3
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1.3 キャ リ ア
I/O ボートでは、 PCI カードはすべてキャ リ アに取り付けます。 キャ リ アを I/O ボー
トに挿入したら、 キャ リ アハンドルを最後まで押し込むと、 キャ リ アのし くみによっ
て自動的に PCI カードが装着されます。

図 1-12 に、 PCI カードを取り付けた状態のキャ リ アを示します。

注 – キャ リ アは、 PCI カードを最低 100 回装着する耐久性があ り ます。 キャ リ アの
初期故障を防ぐために、 操作に慣れるための必要な回数以上は、 キャ リ アを繰り返し
操作しないでください。 

図 1-12 キャ リ ア

図説明

1 PCI カード

2 キャリア

3 キャリアハンドル （ロック解除状態）

1

2

3
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図 1-13 に、 標準的なキャ リ アの詳細を示します。 

図 1-13 キャ リ アの外観

1.3.1 キャ リ アの取外し と装着

キャ リ アは、 PCI カードを上下させてカード ソケッ トに装着した り カード ソケッ トか
ら外した りするし くみになっています。 垂直の動きは、 約 10 mm /0.4 in. です。

図説明

1 キャリア本体 （金属） 4 キャリアハンドル

2 キャリアプレート （プラスチッ ク） 5 カードロッ ク （「カード ロ ッ ク」 （1-19 ペ

ージ） 参照）

3 キャリアスロッ ト用キーホール 6 カードロッ クの回転領域

1

2

3

4

5

5

5

6
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キャ リ アの前面には、 小さな金属製のラ ッチ （図 1-14 項 3） があ り ます。 このラ ッチ
によって、 キャ リ アハンドルが引き出された位置でロ ッ ク されます。 このし くみによ
って、 キャ リ アスロ ッ ト からキャ リ ア本体を引き出したと きに、 キャ リ アプレートや
PCI カードが落ちて PCI スロ ッ トのソケッ ト が破損するのを防ぎます。

PCI キャ リ アが I/O ボートの外にある場合は、 ロ ッ ク ラ ッチを押しながらキャ リ ア
ハンドルを閉位置へ押し込むこ とによ り、 キャ リ アハンドルのロ ッ クを解除できま
す。 閉位置では、 PCI カードを取り付けた り、 取り外した りするための縦方向のク リ
アランスを、 よ り多く確保できます。

PCI キャ リ アを I/O ボートに挿入する と、 ラ ッチは自動的に解除されます。

図 1-14 キャ リ ア

注意 – 冷却空気の漏れを防ぐため、 PCI カードまたはダ ミーカードのどちらかをす
べてのキャ リ アに取り付ける必要があ り ます。 

図説明

1 キャリアハンドルを引いて、 PCI スロッ トのソケッ トから PCI カードを引き上げます。

2 キャリアハンドルとロックラ ッチを押して、 PCI カードをソケッ トに装着します。

3 ロッ クラ ッチ

1

2

3
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1.3.2 カード ロ ッ ク

PCI カードは、 ネジ止め式のカード ロ ッ クを使用してキャ リ アに取り付けます
（図 1-15）。

カード ロ ッ クによって PCI カードがキャ リ アに固定されるため、 PCI カードがずれた
り傾いた り しな くな り ます。 キャ リ アに取り付けた PCI カードをカード ソケッ ト に
正し く装着するためには、 PCI カードをしっかり と固定する必要があ り ます。

図 1-15 カード ロ ッ ク

図説明

1 タイプ A （角型）。 3 個あります。

2 タイプ B （S 型）

3 タイプ C （小型）
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カード ロ ッ クは、 3 種類あ り ます。

■ タイプ A は、 角型のカード ロ ッ クです。 各キャ リ アにこの種類のカード ロ ッ クが 3
個あ り ます。 

■ タイプ B は横から見る と S 型の長方形のカード ロ ッ クです。タイプ B はタイプ A よ
り も遠くに伸ばす （19 mm / 0.75 in.） こ とができます。 よ り長い長さが必要な場
合、 上または横の取付け部にタイプ B を使う こ とができます。 各キャ リ アにこの
タイプが 1 つ用意されています。 

■ タイプ C は小さな丸みのある四角形のカード ロ ッ クです。 このカード ロ ッ クは、
幅の広い PCI カードの下端を支えるために使用します。 ただし、 カード ロ ッ クが
取付け部の右端 （キャ リ ア前面から最も遠い側） にある と きだけ使用できます。
幅の狭い PCI カードでは、 カードの側面を支えるためだけに使用できます。 幅の
狭い PCI カードの下端を支えるために、 このカード ロ ッ クを使用しないでくださ
い。 カード ロ ッ クが I/O ボートのカード ソケッ ト を損傷する可能性があ り ます。
このカード ロ ッ クは、 PCI カードの底面を 利 用できる場合に、 その底面を支える
こ とができます。 支えられる幅 （ 張り出し） が不十分な場合、 このカード ロ ッ ク
を回転させてカードの側面を支えるこ とができます。 このカード ロ ッ クは、 キャ
リ ア下端の取付け部のみに使用するこ とができます。 各キャ リ アにこのタイプの
カード ロ ッ クが 1 つ用意されています。 

カード ロ ッ クの機能の 1 つは、 PCI カードをキャ リ アに固定するこ とです。 も う 1 つ
は、 キャ リ アを I/O ボートに挿入する際に、 カード上部に下向きの力を与えてカー
ドをソケッ トに装着するこ とです。 さ らにカード ロ ッ クは、 カードのエッジピンと ソ
ケッ トのピンを正し く揃えるために、 カードが傾かないよ うにします。

PCI カードにはさまざまなサイズや形状があるため、 PCI カードのサイズや形状に合
ったカード ロ ッ クの組み合わせを選択する必要があ り ます。

1.3.3 カード ロ ッ クを固定する順序

PCI カードをキャ リ アに取り付けるには、 カードが確実に固定されるよ う、 カード ロ
ッ クを図 1-16 または 1.3.3.2 に示す順序で固定して ください。

PCI カードの形状やサイズが異なる場合もあるため、 以下は、 厳密な要件と してでは
な く、 提案と して使用して ください。

■ PCI カードの形状が長い場合、 図 1-16 に示す固定順を使用して ください。 長いカー
ド とは、 タ イプ C カード ロ ッ ク （図 1-16 の項 1） が右端の位置にある と き、 そのカ
ード ロ ッ クの上に取り付けるこ とができるカードです。

■ PCI カードの形状が短い場合、 1.3.3.2 に示す固定順を使用して ください。 短いカー
ド とは、 タ イプ C カード ロ ッ クが右端の位置にある と き、 そのカード ロ ッ クの上
に取り付けるこ とができないカードです。
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注意 – タイプ C カード ロ ッ クを、 カード ロ ッ クのプラスチッ ク部分が下を向いた状
態で右端の位置から動かすと、 PCI カードが正し く固定されず、 カード ロ ッ クの底面
が I/O ボートの PCI カード ソケッ ト を損傷する可能性があ り ます。 タイプ C のカー
ド ロ ッ クを左へ動かす場合は常に、 プラスチッ ク部分が左右いずれかを向く よ う、 カ
ード ロ ッ クを回転させて ください。

1.3.3.1 長いカードを固定する場合

図 1-16 長いカードを固定する場合のカード ロ ッ クの固定順

● PCI カードの底面を、タイプ C カード ロ ッ ク （図 1-16 の 1） の上に取り付け、PCI カ
ードの底面が完全に水平であるこ とを確認してから、 残りのカード ロ ッ クを図に
示す順序で固定して ください。 

1.3.3.2 短いカードを固定する場合

図 1-17 短いカードを固定する場合のカード ロ ッ クの固定順

● PCI カードの左上側のカード ロ ッ ク （1.3.3.2 の 1） を固定し、PCI カードが完全に水
平であるこ とを確認してから、 残りのカード ロ ッ クを図に示す順序で固定して く
ださい。
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1.3.4 PCI カードの取付け例

図 1-15 に、 一般的な PCI カードのカード ロ ッ クを示します。

ただし、 図に示すものとカードの長さや高さが異なる場合もあ り ます。 図 1-18 、
図 1-19、 および図 1-20 に、 カードの高さ、 長さ、 および形状が異なる場合の適切なカ
ード ロ ッ クを示します。

注 – これらの図に見られるカード ロ ッ クの配置は推奨です。 必須ではあ り ません。

カードを取り付ける場合に、 PCI カードをキャ リ アに固定する適切な方法を見つける
ために、 スロ ッ ト ご とにカード ロ ッ クの交換が必要になる場合があ り ます。
使用する PCI カードに最適なカード ロ ッ クの組み合わせについては、 表 1-2 を参照し
て ください。 

表 1-2 PCI カード とカード ロ ッ クの種類

PCI カードの形状

カードロッ クの種類

固定の例

上側のカードロッ ク /
カードの高さ

右側のカードロッ ク /
カードの長さ

下側のカードロッ ク

長さの長いカード タイプ A （x2） タ イプ A
最大長 304 mm/12 in.

タイプ C1 図 1-18

（項 1）

一般的な長さのカード タイプ A （x2） タ イプ A
最小長 146 mm/5.75 in.
タイプ B
最小長 127 mm/5.0 in.

タイプ C2 図 1-18

（項 2）

長さの短いカード タイプ A （1 または 2） タ イプ A
最小長 146 mm/5.75 in.
タイプ B
最小長 127 mm/5.0 in.
タイプ C
最小長 76 mm/3.0 in.

図 1-18

（項 3）

長さの非常に短いカー
ド

タイプ A （1 または 2） タ イプ B
最小長 127 mm/5.0 in.
タイプ C
最小長 76 mm/3.0 in.

図 1-18

（項 4）

高さの高いカード タイプ A タイプ A またはタイプ
B

タイプ C3 図 1-18

（すべて）
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高さの低いカード タイプ A
最小高 51 mm/2.0 in.
または

タイプ B
最小高 31 mm/1.25 in.

タイプ A
最小長 146 mm/5.75 in.
タイプ B
最小長 127 mm/5.0 in.
タイプ C
最小長 76 mm/3.0 in.

図 1-19

（項 1）

高さの非常に低いカー
ド

タイプ A
最小高 51 mm/2.0 in.
タイプ B
最小高 31 mm/1.25 in.

タイプ A
最小長 146 mm/5.75 in.
タイプ B
最小長 127 mm/5.0 in.
タイプ C
最小長 76 mm/3.0 in.

図 1-19

（項 2）

高さの非常に低く、
かつ長さの短いカード

タイプ B
最小高 31 mm/1.25 in.

タイプ C
最小長 76 mm/3.0 in.

図 1-20

（項 1）

変則的な形状のカード 必要に応じて 必要に応じて 必要に応じて4 図 1-20

（項 2）

1 I/O ボートの PCI カードのコネク ターにカード ロ ッ クがぶつかる位置となる場合は、 下端を支えるために、 タイプ C カード ロ ッ ク
を使用しないでください。

2 I/O ボートの PCI カードのコネク ターにカード ロ ッ クがぶつかる位置となる場合は、 下端を支えるために、 タイプ C カード ロ ッ ク
を使用しないでください。

3 I/O ボートの PCI カードのコネク ターにカード ロ ッ クがぶつかる位置となる場合は、 下端を支えるために、 タイプ C カード ロ ッ ク
を使用しないでください。

4 I/O ボートの PCI カードのコネク ターにカード ロ ッ クがぶつかる位置となる場合は、 下端を支えるために、 タイプ C カード ロ ッ ク
を使用しないでください。

表 1-2 PCI カード とカード ロ ッ クの種類 （続き）

PCI カードの形状

カードロッ クの種類

固定の例

上側のカードロッ ク /
カードの高さ

右側のカードロッ ク /
カードの長さ

下側のカードロッ ク
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1.3.4.1 高さの高い PCI カードの場合

図 1-18 長いカードおよび短いカードに対するカード ロ ッ クの配置

図説明

1 高さが高く、 長いカード PCI カードの上側にタイプ A × 2 、 右側にタイプ A × 1、 下側にタイプ C × 1

2 高さが高く、 一般的な長さのカ

ード

PCI カードの上側にタイプ A × 2 、 右側にタイプ A × 1、 下側にタイプ C × 1 

3 高さが高く、 短いカード PCI カードの上側にタイプ A × 1、 右側にタイプ A × 1、 右下側にタイプ C × 1

4 高さが高く、 非常に短いカード PCI カードの上側にタイプ A × 1A 、 右側にタイプ B × 1 、 右下側にタイプ C × 1

1

2

3

4
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1.3.4.2 高さの低い PCI カード と非常に低い PCI カードの場合

図 1-19 高さの低い PCI カード と非常に低い PCI カードに対するカード ロ ッ クの配置

図説明

1 高さの低いカード PCI カードの上側にタイプ A × 2 、 右側にタイプ A × 1、 右下側にタイプ C × 1

2 高さの非常に低いカード PCI カードの上側にタイプ B × 1、 右端にタイプ A × 1、 右下側にタイプ C × 1

1

2
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1.3.4.3 変則的な形状の PCI カードの場合

図 1-20 変則的な形状のカードに対するカード ロ ッ クの配置

1.3.5 PCI カード の取付けに関する問題

1.3.5.1 カードの傾き

PCI カードをキャ リ アに取り付ける場合に、 PCI カードが傾いている と きの主な問題
と して、 次の 2 点が挙げられます。

■ 最もよ く ある問題は、 カードをキャ リ アに固定する と きに、 キャ リ アのカード ロ
ッ クを十分に押さえつけないと、 PCI カードの挿入中に PCI カードが滑って傾く
可能性があ り ます。

■ まれな問題は、 カードをキャ リ アに固定する と きに、 キャ リ アのカード ロ ッ クに
過度の力が加わる と、 PCI カードのブラケッ トが曲がるこ とがあ り ます。

図説明

1 高さの非常に低く、

かつ長さの短いカード

PCI カードの上側にタイプ B × 1 、 右側にタイプ C × 1

2 変則的な形状のカード PCI カードの上側にタイプ A × 1 、 B × 1 、 右端にタイプ A × 1、 右下側にタイプ C
× 1

1

2
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図 1-21 カード ロ ッ クへの過度な力で PCI カードが曲がるまたは破損する

PCI カードの傾きを抑えるためのルールは以下のとおりです。

1. カードの上部には、 少な く と も 1 つのカード ロ ッ クが必要です。 カードの上部が
低すぎてカード ロ ッ クを取り付けられない場合、 カードは使用できません。

2. カードの上部に合う カード ロ ッ クを見つけ、 カードが傾かないよ う側面を支えま
す。 カードが傾く と （図 1-21）、 正し く装着できません。

3. キャ リ アプレート自体で、 ある程度カードの底面を支えるこ とが可能なら、 カー
ドの底面を支えるこ とはそれほど重要ではあ り ません。

4. PCI カードに対して、 固定させるために必要な圧力のみを加えて ください。 PCI カ
ードの底面は、 キャ リ アの底面と平行である必要があ り ます。

図説明

1 正常なカードの取付け

2 問題となるカードの取付け

1

2
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1.3.5.2 隠れた問題

キャ リ アの筐体前面にある以下の機構が見えにくいため、 カードをキャ リ アへ取り付
けにくいこ とがあ り ます。 

■ カード位置合わせポス ト （図 1-22 および図 1-23）

■ カード位置合わせタブ （図 1-22）

■ 内部の RFI ガスケッ ト （図 1-24）

位置合わせポス トおよび位置合わせタブ

カード位置合わせポス トおよびカード位置合わせタブは、 正し く取り付けたカード ロ
ッ クの支えと共に、 PCI カードの正面を垂直方向に正しい状態に保持するのに役立ち
ます。

図 1-22 カード位置合わせポス トおよびカード位置合わせタブ

図説明

1 カード位置合わせポスト

2 カード位置合わせタブ

1

2
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カード位置合わせポス トは、 PCI カードのブラケッ トの切り欠きに収ま り ます
（図 1-22 項 1）。 切り欠きにポス トが収まらない場合、 カードのブラケッ トが曲がり、
カードがキャ リ ア上で傾いたまま固定されるこ とがあ り ます。 傾いた状態では、 カー
ドが I/O ボートのソケッ ト と電気的に正し く接触しません。

カード位置合わせタブ （ 図 1-22 項 2） は、 PCI カード下部の切り欠きに収ま り ます。
このタブは、 キャ リ アにカードを取り付ける場合の、 カードの位置合わせに役立ちま
す。 （ 一部の種類のカードでは、 切り欠きがない場合があ り ます。）

注 – カード位置合わせタブは、 キャ リ アを I/O ボートから取り外す場合に、 カード
の正面をカード ソケッ ト から持ち上げる役割を果たします。 タイプ C のカード ロ ッ
ク （ 図 1-15） で PCI カードの底面を支えるこ とができない場合、 カード位置合わせタ
ブが、 ソケッ ト からカードを持ち上げる と きに支えるこ とができる唯一の部位です。  

図 1-23 に、 PCI カードのブラケッ ト をカード位置合わせポス トに収める方法を示しま
す。 
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図 1-23 カード位置合わせポス ト （詳細）

図説明

1 キャリアのフロン トハウジング

2 カード位置合わせポスト

3 PCI カードのブラケッ ト

1

2

3
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内部の RFI ガスケッ ト

RFI ガスケッ トは、 キャ リ アハウジングの内側の付近にあ り ます。 （キャ リ アハウジ
ングの外側には、 よ り小さな RFI ガスケッ トがあ り ます。） PCI カードをキャ リ アに
取り付ける場合、 PCI カードのブラケッ トによってガスケッ トの下側が割れた り緩ん
だり していないこ とを確認して ください。 （図 1-24）

ガスケッ トの材質はとても柔らかいため、 ガスケッ トがブラケッ ト から外れているこ
とに気づかない場合があ り ます。 キャ リ アを I/O ボートに取り付ける前にガスケッ
トの状態を確認して ください。 

図 1-24 内部の RFI ガスケッ ト

図説明 3

1 PCI カード

2 RFI ガスケッ ト （PCI キャ リ アの前面の下側まで伸びています。）

3 正しい例 :RFI ガスケッ トがまっすぐ

4 間違った例 :PCI カードのブラケッ ト が RFI ガスケッ トの裏側に引っかかっている

1

2

3

4
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1.3.6 キャ リ アキー

キャ リ アは、 上部にあるキーホールにキーとなる M2 ネジを差し込むこ とで、 特定の
スロ ッ トに割り当てられます （ 図 1-25）。 キャ リ アは、 キーホールに差し込まれたキ
ーが示す、 0 から 6 までのキャ リ アスロ ッ ト だけに挿入できます。

図 1-25 キャ リ アスロ ッ ト キーのキーホールの位置

キャ リ アを交換する場合は、 使用するスロ ッ トに対応したキーホールにキーを取り付
けます。 交換用のキャ リ アにはキーが 1 つ含まれています。 また、 ラベル一式も含ま
れています。 交換用のキャ リ アの前面に該当するラベル （LINK 0、 または PCIE n） 
を付ける と、 識別しやすくな り ます。

図説明

1 キー （M2 ネジ）

2 キャリアスロッ ト 0、 1、 2、 3 のホール位置 （前列）1

キャリアスロッ ト 4、 5、 6、 7 のホール位置 （後列）2

1 ホール 0 と スロ ッ ト 0 はリ ンクカード用です。

2 ホール 7 は現在使用されていません。 

1

2
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1.4 PCI ボッ クスの構成
PCI ボッ クスは、 I/O ボッ クス 1 台構成または 2 台構成で使用できます。

1.4.1 I/O ボート 1 台構成

基本構成の PCI ボッ クスは、 I/O ボートが 1 台搭載されます。 2 番目のボート スロ ッ
ト にはフ ィ ラーパネルが付いています。

ホス トサーバの リ ンクカードが PCI ボッ クスの リ ンクカードに接続されています。
リ ンクケーブルは 2 枚のリ ンクカードを接続します。

PCI ボッ クス接続カードには、 4 m / 13 ft. ケーブルが 1 本同梱されます。

1.4.2 I/O ボート 2 台構成

I/O ボート 2 台構成の場合、 I/O スロ ッ ト が 12 個に拡張されます。 各 I/O ボートに
専用の PCI ボッ クス接続カードが必要なため、 ホス トサーバに 2 つの I/O スロ ッ ト
の空きが必要です。 

注 – ホス トサーバに接続できる I/O ボートの最大数は、 ホス トサーバのモデルよっ
て異な り ます。 表 1-1 を参照して ください。

注 – PCI ボッ クス内に I/O ボート を 2 台搭載している場合、 両方の I/O ボート を同
じホス トサーバに接続して ください。 2 台の I/O ボート を異なるホス トサーバに接続
しないでください。 2 台の I/O ボート を同じサーバ上の異なる ド メ インに接続するこ
とはできますが、 異なるホス トサーバ上のド メ インに接続するこ とはできません。

注 – 2 台の I/O ボート を連結 （一方のボート を リ ンクカード経由で他方のボートに
接続） しないでください。 デイジーチェーン構成はサポート していません。
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1.5 LED
LED は、 筐体の正面 （図 1-26）、 背面 （図 1-27）、 および個々の電源ユニッ トに付いて
います。

LED の状態とその内容については、 「付録 B」 を参照して ください。 

図 1-26 筺体前面の各種 LED

注 – Chassis locate LED は、 点 灯 式のプッシュボタンスイ ッチです。 この LED が点
滅して PCI ボッ クスの位置を特定できたら、 スイ ッチを押して LED を消 灯 にしま
す。 0.5 秒以上ボタンを押し続ける と、 LED が消 灯 します。 ボタンを押して LED を
手動で点 灯 させるこ と もできます。  

図説明

1 Chassis locate (LED and switch) 7 PSU0 DC power

2 Chassis fault/service required 8 PSU0 AC power

3 Chassis power 9 PSU1 ready to remove

4 Chassis overtemp 10 PSU1 fault/locate

5 PSU0 ready to remove 11 PSU1 DC power

6 PSU0 fault/locate 12 PSU1 AC power

1 2 3 4 9 10 11 12

5

6

7

8
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図 1-27 筐体背面の各種 LED

1.6 システム管理
電源ユニッ トには温度センサーが付いています。 極度な温度を検出した場合、 電源ユ
ニッ トは自動的にシャ ッ ト ダウンされます。 電源ユニッ トには、 電圧レベルおよび電
流レベルのセンサーもあ り ます。

図説明

1 Chassis locate (LED and switch) 8 I/O boat 1 ready to remove

2 Chassis fault/service required 9 I/O boat 1 fault/locate

3 Chassis power 10 I/O boat 1 DC power

4 Chassis overtemp 11 Link card data

5 I/O boat 0 ready to remove 12 Link card management

6 I/O boat 0 fault/locate 13 Slot attention/locate （全 PCI キャリア）

7 I/O boat 0 DC power 14 Slot power （全 PCI キャリア）

1 2 3 4
9 10

11 12

5 6 7

8

11 1213

14
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温度センサーは、 I/O ボートにも付いています。 FRU ID 回路は、 リ ンクカード、 電
源ユニッ ト 、 I/O ボート、 筐体のセンタープレーンにあ り ます。 温度データ と FRU 
ID の情報は、 PCI ボッ クス と リ ンクカードの I2C バス （Inter-IC バス） で得られま
す。

ホス トサーバのサービスプロセッサは、 PCI ボッ クスの I2C バスを監視できます。 サ
ービスプロセッサは、 値が上限を超えた場合に、 PCI ボッ クスの電源を切断します。

PCI ボッ クス自身にサービスプロセッサはあ り ません。

ソフ ト ウェアコマンドの例については、 「付録 C」 を参照して ください。

1.6.1 PCI ボッ ク スの最大温度

表 1-3 は PCI ボッ クスの最大温度の概要が書かれています。 また、 表には、 これらの
温度が最大値を超えた場合にホス トサーバから出力されるエラーメ ッセージも含まれ
ています。

表 1-3 最大温度

温度 測定位置 コ メン ト

38°C （100°F） 電源ユニッ トの挿入口 エラーメ ッセージは以下のとおりです。
Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_AMBIENT has 
exceeded high warning threshold

54°C （130°F） 電源ユニッ ト内部 エラーメ ッセージは以下のとおりです。
Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_HOTSPOT has 
exceeded high warning threshold

60°C （140°F） I/O ボート内部 エラーメ ッセージは以下のとおりです。
Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_CHIP has 
exceeded high warning threshold
Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_HOTSPOT has 
exceeded high warning threshold

65°C （150°F） I/O ボート内部 エラーメ ッセージは以下のとおりです。

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_CHIP has 
exceeded high critical threshold
Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_HOTSPOT has 
exceeded high critical threshold
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1.7 設置準備
PCI ボッ クスの設置要件は、 次のとおりです。 

追加仕様および規格に関する情報は、 「付録 A」 を参照して ください。 

1.7.1 物理的要件
■ ケーブルマネジメン ト ユニッ トが取り付けられた PCI ボッ クスは、幅が 440 mm / 

17.3 in. 、 奥行きが 1,000 mm / 39.4 in. です。

■ PCI ボッ クス筐体の正面から背面へと風が流れます。 

■ PCI ボッ クスの高さは 4 rack unit で、 175 mm / 6.9 in. です。

■ PCI ボッ クスの保守は、 前面または背面から実施します。 取付金具はスライ ド し
ません。 

■ ラ ッ ク内部への搭載位置を決める場合、 リ ンクケーブルの長さによって制約が生
じる こ とがあ り ます。

■ PCI ボッ クス接続カードには、 4 m / 13 ft. ケーブルが同梱されています。

■ PCI ボッ クスの最大質量は、 約 36.8 kg / 8 lb. です。 

注意 – ラ ッ クの安定性を維持するため、 最も重たい装置から順にラ ッ ク下側の搭載
可能な空きスペースに搭載して ください。  

注 – PCI ボッ クス と PCI ボッ クスの間に奥行きの短い装置を搭載する と、 背面に手
が届きにく くなる場合があ り ます。 複数の PCI ボッ クスを搭載する場合は、 連続し
て搭載して ください。 

1.7.2 電気的要件
■ PCI カード 1 枚あた りの最大消費電力は、 25 W です。

■ 同梱されている 2 本の電源コードを、 電源中継ケーブルに接続します （図 1-2）。

■ 入力電圧は 100 ～ 240 VAC、 50 ～ 60 Hz です。 

■ PCI ボッ クスの最大消費電力は 600 W です。  
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1.8 保守情報
PCI ボッ クスの上部カバー、 および新しいキャ リ アに付属のダ ミーカードに貼られて
いる保守ラベルには、 保守および導入に関する情報が記載されています。

表 1-4 保守情報の概要

項目 コ メン ト

アクセス • PCI ボッ クスの保守は、 装置の前面または背面から実施します。

• 上部カバーは取り外すこ とができます。

エアフロー • PCI ボッ クスの前面から風が流れます。

• ファンは電源ユニッ トの中に配置されています。 これ以外にファンやファン ト レイはあ
り ません。

• 電源ユニッ トのスロ ッ トおよび I/O ボートのスロ ッ トには、 電源ユニッ ト または I/O 
ボート を取り外したと きにスロ ッ ト を閉じておくための、 金属製の開閉フラ ップがあ り
ます。 このスロ ッ ト を閉じる こ とで、 冷却空気の漏れを防止できます。

取付金具 PCI ボッ クスは、 固定されたブラケッ ト の上に設置します。 この製品には、 スラ イ ド レー
ルは 利 用できません。

PCI カード用ケーブ
ルの取外し

LAN ケーブルなどを抜く と きに、 コネク ターのロ ッ ク部まで指が入らない場合はマイナ
ス ド ラ イバーでロ ッ ク部を押してケーブルを抜いて ください。

電源ケーブルおよび
コード

• 電源中継ケーブル （図 1-2） は取り外すこ とはできません。 このケーブルが破損した場
合は、 筐体を交換します。

• 電源中継ケーブルは、 それぞれ 1 つの電源ユニッ トに接続されます。 両方の電源コード
を AC 電源に接続し、 両方の電源ユニッ トが動作しているかど うか確認して ください。 

• 電源中継ケーブルは、 直接 AC 電源に接続できません。 PCI ボッ クスに同梱されている
2 本の電源コードを電源中継ケーブルに接続して AC 電源に接続します。 

• 他の製品用に設計された電源コードを PCI ボッ クスに使用しないでください。

リ ンクケーブル PCI ボッ クス接続カードには 1 本のリ ンクケーブルが含まれます。 このコネク ターは、 上
下を逆に接続できない構造になっています。

ジャンパ • PCI ボッ クスには、 ジャンパピンはあ り ません。

• PCI カード固有のジャンパピンの詳細については、 カードに付属の説明書を参照して く
ださい。

シ リ アル番号 • 新しいシステムの場合、 システムのシ リ アル番号は、 筐体のベゼルと I/O ボート内部
の右側に貼付されているラベルに書かれています。

• FRU の筐体の場合、 システムのシ リ アル番号は、 左側の I/O ボートベイの内側に貼付
されているラベルに書かれています。 さ らに、 筐体のベゼルに貼付するための、 2 つの
シ リ アル番号ラベルが含まれています。
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1.9 静電気に関するご注意

注意 – 基板上の電気部品は、 静電気 （ESD） によって損傷する危険性があ り ます。 人
体には静電気がたまる こ とがあ り、 ユーザーが基板に触れるこ とで放電が発生するこ
とがあ り ます。 このよ う な放電は、 カーペッ ト上を歩いたあとで基板に触れる とい う
よ う な原因で発生するこ とがあ り ます。 基板を取り扱う前には、 必ず体の静電気を逃
がすよ うにして ください。 体にたまった静電気を逃がすには、 接地された筐体または
その他の導電柱の面に触れます。  

ESD 破壊の危険性を最小限に抑えるには、 以下のこ とを考慮して ください。

■ 基板を取り扱う際は、 端部以外には触れないでください。

■ 基板は、 付属の静電防止袋に保管して ください。

■ 基板を取り扱う際は、 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップと導電マッ ト を使用して く
ださい。
第 1 章 概要 1-39



1-40 PCI ボックス インスト レーシ ョ ン ・ サービスマニュアル SPARC Enterprise T5xxxサーバ版 • 2011 年 2 月



章第 2

ラ ッ クへの PCI ボッ クスの搭載

この章では、 以下の項目について説明します。

■ 必要な工具

■ 取付金具のラ ッ クへの取付け

■ ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け

■ ケーブルマネジメン ト ユニッ トの取付け

■ 電源コードの取付け

■ PCI ボッ クス接続カードの取付け

2.1 必要な工具
PCI ボッ クスの設置作業では、 次の工具が必要にな り ます。

■ プラス ド ラ イバー （No. 1）

■ プラス ド ラ イバー （No. 2）

■ 導電マッ ト と静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップ

■ デジタルマルチメータ （正しい接地の確認のために推奨）

2.2 取付金具のラ ッ クへの取付け
PCI ボッ クス取付キッ ト （図 2-1） には、 左側と右側の取付金具が含まれます。 取付金
具は、 長さが調節でき、 組み立てられていない状態で出荷されます。 また、 取付キッ
トには、 2 つの筐体ロ ッ ク金具が含まれています。 
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図 2-1 取付キッ ト

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. ラ ッ ク内の適切な搭載位置を確認します。 

■ PCI ボッ クスには、 4 rack unit 分 （175 mm / 6.9 in.） の高さが必要です。

■ ラ ッ クの安定性を維持するため、 最も重たい装置から順にラ ッ ク下側の搭載可能
な空きスペースに搭載して ください。

■ PCI ボッ クス と PCI ボッ クスの間に奥行きの短い装置を搭載する と、背面に手が届
きにく くなる場合があ り ます。 複数の PCI ボッ クスを搭載する場合は、 連続して
搭載して ください。

■ ラ ッ クに rack unit （RU） マークがある場合、 レールの下側のネジ穴が RU マーク
の上の穴に来るよ う、 取付金具を配置します （図 2-2）。 これによって、 下側の RU
マーク と取付金具は一致します。 

図説明

1 取付金具 （左側用）

2 取付金具 （右側用）

3 筐体ロック金具 （左側用）

4 筐体ロック金具 （右側用）

2

1

3
4
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図 2-2 標準の RU マーク

3. プラス ド ラ イバー （No. 2） を使用して、 筐体ロ ッ ク金具を PCI ボッ クスの側面
に取り付けます （図 2-3）。
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図 2-3 筐体ロ ッ ク金具の取付け

4. 取付金具に固定するための、 スラ イ ド型フランジのネジを緩めます （図 2-4）。

これによって、 フランジ後部をラ ッ クの奥行きに合わせて調節できるよ うにな り
ます。 
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図 2-4 スライ ド型フランジ

5. ラ ッ クにネジ穴がある場合は、 ステップ 7 に進みます。

6. ラ ッ クに角穴がある場合は、 ラ ッ クの柱にケージナッ ト を取り付けます。

表 2-1 はケージナッ ト を取り付ける位置を示しています。 これらは相対位置である
こ とに留意して ください。 コンセン ト ボッ クスや追加の PCI ボッ クス、 他のラ ッ
ク搭載装置のためにスペースを確保する必要がある場合は、 実際の穴位置に適応
させて ください。

図説明

1 スライ ド型フランジ

2 フランジのネジ

表 2-1 ケージナッ トの位置

RU 穴 前面 背面

4 12

11

10 ケージナッ ト ケージナッ ト

3 9

8

2

1
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7. 取付金具をラ ッ クに取り付けます （図 2-5）。

a. ラ ッ クの正面から、 取付金具のフッ ク部分を奥に向けます。

b. 取付金具の正面をラ ッ クに緩めに取り付けます。

ネジを取り付け、 いったん締めてから半回転分だけ緩めます。 

c. も う 1 つの取付金具でステップ a と ステップ b の手順を繰り返します。 

d. ラ ッ クの背面で、 ラ ッ クの奥行きに合う よ うに、 各取付金具の端をスラ イ ド さ
せます。 

e. 取付金具の後ろ端をラ ッ クに緩く取り付けます。

f. 金具の両端をスラ イ ド させて取付金具の後ろ端のスペースを狭めます。 

注 - ラ ッ クの正面で、 取付金具間のスペースが PCI ボッ クスの筐体の幅と同じか、
またはそれよ り も少し広くなるよ うにします。 ラ ッ クの背面で、 取付金具間のスペー
スが PCI ボッ クスの筐体の幅と同じか、 またはそれよ り も少し狭くなるよ うにしま
す。 このよ うに調整する と、 PCI ボッ クスの側面に取付金具が正し く収ま り ます。 詳
細は、 「ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け」 （2-7 ページ） を参照して ください。

7

2 6 ケージナッ ト ケージナッ ト

5 ケージナッ ト ケージナッ ト

4

1 3

2 ケージナッ ト ケージナッ ト

1

表 2-1 ケージナッ トの位置 （続き）

RU 穴 前面 背面
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図 2-5 ラ ッ クへの取付金具の取付け

8. ラ ッ ク正面のネジを締めます。 

9. ラ ッ ク背面の金具を左右へわずかにスラ イ ド させる余裕があるかど うか確認しま
す。 

2.3 ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け
1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. 取付金具の正面に PCI ボッ クスを置き、 PCI ボッ クスをラ ッ ク内へと スラ イ ド さ
せます。 

ラ ッ ク内へ PCI ボッ クスをスラ イ ド させる と、 PCI ボッ クス筐体の側面で取付金
具の両端の幅が広がり ます。 PCI ボッ クスがほぼラ ッ クの中に収まる と、 PCI ボ
ッ クス筐体の底面にある突起部が取付金具にあるフッ クにぶつかり ます。 ぶつか
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ったら、 PCI ボッ クス筐体が安定する位置まで取付金具に押し込みます。 これに
よって PCI ボッ クスが安定します。 また、 システムの稼働時に発生する振動を抑
えるためにも このよ う な作業が必要です。 

3. 取付金具の後ろのネジを締めます。 

4. PCI ボッ クスの両側を、 2 本のネジを使用して正面の所定の位置に固定します
（図 2-6） 。

図 2-6 ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け

2.4 ケーブルマネジメン トユニッ トの取付け
ラ ッ クの背面に、 ケーブルマネジメン トユニッ ト を取り付けます。
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1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. サポート金具が取付金具の上に来るよ う配置し （図 2-7）、 2 つのネジでラ ッ クにサ
ポート金具を緩めに取り付けます。 

ネジはまだ強く締めないでください。 

注 - ケーブルマネジメン ト ユニッ トには、 タイプ A （図 2-8） またはタイプ B （図 2-9）
ケーブルプレートのどちらか 1 つが同梱されています。

■ ラ ッ クの両側にケーブルを配線するラ ッ クには、 タイプ A ケーブルプレート
（図 2-8） を使用して ください。

■ ラ ッ クの右側だけにケーブルを配線するラ ッ クには、 タイプ B ケーブルプレート
（図 2-9） を使用して ください。
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図 2-7 サポート金具の取付け
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図 2-8 タイプ A ケーブルプレート

図 2-9 タイプ B ケーブルプレート

3. サポート金具 （図 2-10） の間にケーブルプレート を取り付けます。

ケーブルプレートの両側で、 サポート金具の大きい方の切り欠き部分の下に前方
のタブが収まるよ うにします。 後方のタブは、 サポート金具の上部にある小さな
溝に収ま り ます。 これがケーブルプレートのノーマルポジシ ョ ンの取付け位置で
す。
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図 2-10 ケーブルプレート とサポート金具 （側面図）

4. ケーブルプレートの両側にある、 緑色のケーブルプレート ロ ッ クネジを締めます。

5. サポート金具のネジを締めます。

2.5 電源コードの取付け
1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. 電源コードを I/O ボート背面の電源中継ケーブルに接続し、 次に電源コードを電
源コンセン トに接続します。 

■ 電源ユニッ トは、 2 つの独立した系統の AC 電源に接続して ください。 1 系統の AC
電源が故障した場合でも、 運用を続けるこ とができるよ うにな り ます。

■ タイプ A ケーブルプレートでは、ラ ッ クの最寄りの側に AC コードを配線して くだ
さい。

■ タイプ B ケーブルプレートでは、左側の AC コードをケーブルプレートの上を通し
て、 ラ ッ クの右側に配線して ください。 左側の電源中継ケーブルのコネク ターは、
スペースを確保するために、 タイプ B ケーブルプレートの上部にある長方形のす
き間に配置して ください。

図説明

1 ケーブルプレート

2 サポート金具

3 ケーブルプレートのサポート タブ

1

2

3
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注 - 電源中継ケーブルは、 電源コンセン ト （コンセン ト ボッ クスまたはテーブルタ ッ
プ） に直接差し込まないでください。 PCI ボッ クスに同梱されている電源コードを接
続して ください。 

3. ステップ 2 のよ うに、 電源コードを残りの電源中継ケーブルに接続します。

注 - 電源中継ケーブルは、 直接電源コンセン トに差し込むこ とができません。 PCI ボ
ッ クスには、 2 本の電源コードが同梱がされています。 電源中継ケーブルには、 同梱
の電源コードを接続してから電源を使用して ください 。

図 2-11 タイプ A ケーブルプレート での電源中継ケーブル

図説明

1 電源中継ケーブル （左側）

2 電源中継ケーブル （右側）

1

2
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図 2-12 タイプ B ケーブルプレートでの電源中継ケーブルおよび電源コード

注 - ケージナッ ト仕様のラ ッ クにタイプ B ケーブルプレート を使用する場合、 電源ユ
ニッ ト 1 側の電源コードがコンセン ト ボッ クスまで届かないこ とがあ り ます。 このと
きは、 ラ ッ クの左側へ電源コードを通して ください。

4. PCI ボッ クスの基本的な電気的機能を検証する場合は、 以下のよ うに行います。

a. 電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。 

スイ ッチは電源ユニッ トの前面にあ り ます。 

初期化後に電源の LED が示す意味は次のとおりです。 

図説明

1 電源中継ケーブル （左側）

2 電源コード （コネクターは高さを軽減するために長方形のすき間に配置）

3 電源中継ケーブル （右側）

1

3

  2
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他の LED の詳細は、 「表 B-2」 を見て ください。

b. 電源ユニッ トの電源スイ ッチを切断します。

電源ユニッ トの LED は、 DC 電流がなくなるまで点 灯 し続けます。 消 灯 す
るまで約 5 ～ 10 秒かかる場合があ り ます。

2.6 PCI ボッ クス接続カードの取付け
PCI ボッ クス接続カードには、 2 枚の同じ リ ンクカードが含まれています。 1 枚はホ
ス トサーバ用で、 も う 1 枚は I/O ボート用です。 カードの取付け位置はどちらでも
かまいません。 

I/O ボートの リ ンクカードは、 常にスロ ッ ト 0 に取り付けます。 PCI ボッ クスに I/O
ボートが 2 台搭載されている場合、 リ ンクカードを両方のボートのスロ ッ ト 0 に取り
付ける必要があ り ます。 

注 – PCI ボッ クス内に I/O ボート を 2 台搭載している場合、 両方の I/O ボート を同
じホス トサーバに接続して ください。 2 台の I/O ボート を異なるホス トサーバに接続
しないでください。 2 台の I/O ボート を同じサーバ上の異なる ド メ インに接続するこ
とはできますが、 異なるホス トサーバ上のド メ インに接続するこ とはできません。

注 – 2 台の I/O ボート を連結 （一方のボート を リ ンクカード経由で他方のボートに
接続） しないでください。 デイジーチェーン構成はサポート していません。

注 - リ ンクケーブルの最小曲げ半径は、 47 mm （1.85 in.） です。 

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

表 2-2 通常の電源表示

LED 名称 説明

AC Power オン （緑色の LED）

DC Power オン （緑色の LED）
第 2 章 ラックへの PCI ボックスの搭載 2-15



2. ロープロファ イル型金具を リ ンクカードに取り付けます。

注 - ロープロファ イル型の金具はホス トサーバだけに 使用されます。 I/O ボート内
の リ ンクカードはフルハイ ト型の金具を使用して ください。

a. カード背面で、 フルハイ ト型の金具から 2 つの No.1 スク リ ューネジを取り外
して、 カードから金具を引き抜きます。

詳細は、 図 2-12 の 1 を参照して ください。

図 2-13 ロープロファ イル型金具の取付け

b. ロープロファ イル型金具をケーブルコネク ターにセッ ト して、 No.1 スク リ ュ
ーネジを使用して、 金具をカードに取り付けます。

詳細は、 図 2-12 の 2 を参照して ください。
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注 -PCI ボッ クス接続カードには、 追加のロープロファ イル型金具が含まれていま
す。 PCI ボッ クスに 2 台の I/O ボートが搭載されている場合、 カード取付け後に、
使用しないロープロファ イル型金具が 2 つ余るこ とにな り ます。

3. ロープロファ イル型金具が付いた リ ンクカードを、ホス トサーバに取り付けます。 

ホス トサーバへの PCI カードの取付け手順については、 ご使用のサーバの 『サー
ビスマニュアル』 を参照して ください。

4. リ ンクカードを I/O ボートに取り付けていない場合は、 こ こで取り付けます。 

a. I/O ボートのスロ ッ ト 0 のキャ リ アを取り外します。 

スロ ッ ト 0 は I/O ボートの最も左側のスロ ッ ト です。 カードの取外しおよび
交換については、 「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ） を参照して ください。 

注意 – キャ リ アは取外しおよび取付け時に破損するおそれがあ り ます。 キャ リ アの
安全な取扱いについては、 「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ） の注意を確認して くだ
さい。 

b. リ ンクカードをキャ リ アに取り付けます。 

c. リ ンクカードが取り付けられたキャ リ アをスロ ッ ト 0 に搭載します。

5. リ ンクケーブルを両方のリ ンクカードに接続します。 

図 2-14 リ ンクケーブルのプラグ

注 - リ ンクケーブルを取り外す必要がある場合、 図 2-15 に示す矢印の方法へリ ングタ
ブを約 2 mm / 0.15 in. 引っ張り ます。 
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注意 – リ ングタブを約 2 mm / 0.15 in. 以上引っ張る と、 リ ングタブが破損する場合
があ り ます。 リ ンクケーブルを リ ンクカードから取り外す場合は、 リ ングタブを慎重
に引っ張ってケーブルプラグを引き抜きます。 

図 2-15 リ ンクケーブルのリ ングタブ
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章第 3

PCI カードの操作

この章では、 PCI カードおよびリ ンクカード と、 それらの関連ケーブルの取付け手順
について説明します。

■ PCI カードの搭載

■ PCI カードの交換

■ PCI カード用ケーブルの取付け

3.1 PCI カードの搭載
1. PCI カードをキャ リ アに取り付けるために使用するカード ロ ッ クを決めます。 

PCI カードのサイズや形状によ り、 使用するカード ロ ッ クの数量や種類が異なり
ます。 取り付ける PCI カードに合ったカード ロ ッ クを決める必要があ り ます。
「カード ロ ッ ク」 （1-19 ページ） を参照して ください。

2. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

3. キャ リ アハンドルのロ ッ クネジ （図 3-1 の項 2） を緩めます。 
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図 3-1 キャ リ アのロ ッ ク解除と取外し

4. キャ リ アの前面を軽く押しながら、 キャ リ アハンドルを開位置になるまで （約
38 mm / 1.5 in.） 引き出します。

キャ リ ア前面を押すこ とで、 キャ リ アハンドルを引いたと きにキャ リ アが動く こ
とを防いでいます。

注 - キャ リ アハンドルを引く と、 キャ リ アプレー トが上がり ます。 キャ リ アプレート
が完全に上がり きる前にキャ リ アを前方へ動かしてしま う と、 プラスチッ ク製のロケ
ーターバー （図 3-2） が I/O ボートの前下端に接触して、 破損するおそれがあ り ます。

図説明

1 キャリアハンドル

2 キャリアロッ クネジ

2

1
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図 3-2 キャ リ アのロケータバー

5. キャ リ アをスロ ッ トから引き出して、 導電マッ ト上に置きます。 

6. ロ ッ ク ラ ッチ （図 3-3） を押しながら、 キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みま
す。

これによってキャ リ アプレートが下がり、 PCI カードをキャ リ ア上の取付け位置
に動かすための作業空間ができます。 

図 3-3 キャ リ アハンドルを閉める

図説明

1 キャリアハンドルを右に押します。

2 ロッ クラ ッチを左に押します。

2

1
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7. キャ リ アを導電マッ ト上に置き、 カード ロ ッ クネジを緩めます。

ネジはキャ リ アの背面にあ り ます （図 3-4）。

図 3-4 カード ロ ッ クネジ

8. キャ リ アの向きを変えて、 ダ ミーカードまたは PCI カードを取り外します。

9. 非常に小さいカードの場合 ( 高さ 31 mm / 1.25 in.、 幅 76 mm / 3.0 in. のいずれか
が該当する場合 ) 、 次の両方またはどちらかの作業が必要です。

■ タイプBカード ロ ッ クを水平スラ イダスロ ッ トから前方の垂直スライダスロ ッ ト
に移動し、 PCI カードの上部に達するまで押し下げます。

■ タイプ C カード ロ ッ ク （小型） を回転させ、 PCI カードの後部端までスラ イ ド さ
せます。

例については、 図 1-19 および図 1-20 を参照して ください。

10. PCI カードをキャ リ アにセッ ト します。

a. カードの前面部をハウジングの内側にセッ ト します （図 3-5）。

図説明 3

1 カードロッ クネジ

1
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図 3-5 PCI カードの挿入

注意 – PCI カードの金具の下端部が、 キャ リ アの前面部にある RFI ガスケッ ト を破
損しないよ うに注意して ください （図 3-5）。 

b. PCI カードの前面下部に四角い切り欠きがあ り ます。 切り欠きを、 カード位置
合わせタブ （図 3-6 項 1） に合わせてから、 カードの金具をカード位置合わせ
ポス ト （図 3-6 項 2） に合わせます。

図説明

1 下の注意を参照して く ださい。

1
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図 3-6 PCI カードをキャ リ アに配置する

11. 1 つのカード ロ ッ クを使用して、 PCI カードをキャ リ アに取り付けます。

a. カード ロ ッ クを PCI カードの右端にスライ ド させます。

b. カードを所定の位置に固定し、 カード ロ ッ クネジを仮止めします。

RFI ガスケッ ト を微かに押し付ける く らいの力で、 カード ロ ッ クを PCI カード
に押し付けます。

c. PCI カードが傾いていないこ とを確認し、 カード ロ ッ クネジを締めます。

図説明

1 カード位置合わせタブ 

2 カード位置合わせポスト

  2

1
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図 3-7 カード ロ ッ クを使用して PCI カードを固定する

12. 残りのカード ロ ッ クを PCI カードの端までスラ イ ド させてカード ロ ッ クネジを締
めます。

PCI カードの形状によっては、 一部のカード ロ ッ クを使用できない場合があ り ま
す。 最低でも、 PCI カードの側面にカード ロ ッ クを 1 つ、 上部にカード ロ ッ クを
1 つ取り付けて ください。

注 - カード ロ ッ クネジが緩んでいる と、 カード ロ ッ クが外れます。 その場合は、 PCI 
カードが正し く装着されません。 

注意 – タイプ C カード ロ ッ クを使用しない場合は、 取付け部の最も右側に配置して
ください （図 3-8）。 カード ロ ッ クの下部がカード ソケッ トに接触する と、 PCI カード
は正し く装着されません。 

図 3-8 タイプ C カード ロ ッ クの未使用時の正しい位置

図説明

1 カードロッ ク

図説明

1 未使用時のタイプ C カードロックの位置

1

1
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注意 – 上部のカード ロ ッ クに過度の力を加えないでください。 過度の力を加える と、
PCI カードの金具が曲がる可能性があ り ます。 図 3-9 を参照して ください。 

図 3-9 過度の力を加える と PCI カードの金具が曲がる

13. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うにし
ます。 

キャ リ アプレー トが完全に持ち上がっていないと、 ステップ 14 、 ステップ 15 で、
下端部が I/O ボートのカード ソケッ トに接触します。 

14. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 交換用のキャ
リ アを注意して合わせます。

15. キャ リ アをキャ リ アスロ ッ ト に押し込みます。

注意 – キャ リ アをキャ リ アスロ ッ ト に押し込むと きには、 キャ リ アハンドルを押さ
ないでください。 キャ リ アをスロ ッ トに押し込むと きは、 キャ リ アの前面部だけを押
して ください。 キャ リ アハンドルを押してしま う と、 キャ リ アがスロ ッ トに完全に押
し込まれる前にキャ リ アプレートが下がってしまい、 キャ リ アプレー トが破損するお
それがあ り ます。

図説明

1 上部のカードロッ クに適度な力を加え、 PCI カードを水平位置に固定します。

2 過度の力を加えると PCI カードの金具が曲がります。

1

2
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16. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます （図 3-10）。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。

図 3-10 PCI カード とキャ リ ア

17. キャ リ アハンドル上部のロ ッ クネジでキャ リ アハンドルを固定します。

18. PCI カードを Solaris™ ド メ インに追加します。

詳細については、 ご使用のホス トサーバの 『サービスマニュアル』 を参照して く
ださい。 

3.2 PCI カードの交換

注意 – PCI ボッ クスの動作中に PCI カードを搭載する場合、 約 2 分で取付けを完了
できるよ うに準備しておいて ください。 キャ リ アスロ ッ ト を空の状態にしておく と、
PCI ボッ クスがオーバーヒートする可能性があ り ます。

図説明

1 キャリアハンドル （閉位置）

2 キャリアロッ クネジ

2

1
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1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. PCI カードを Solaris ド メ インから切り離します。

詳細については、 ご使用のホス トサーバの 『サービスマニュアル』 を参照して く
ださい。  

3. I/O ボート内の対象スロ ッ トからキャ リ アを取り外します。

a. キャ リ アロ ッ クネジを緩めます

b. キャ リ アの前面を軽く押しながら、 キャ リ アハンドルを完全に引き出します。

注意 – キャ リ アハンドルを引く と、 キャ リ アプレー トが上がり ます。 キャ リ アプレ
ートが完全に上がり きる前にキャ リ アを前方へ動かしてしま う と、 プラスチッ ク製の
ロケーターバー （図 3-2） が I/O ボートの前下端に接触して、 破損するおそれがあ り
ます。

c. キャ リ アをキャ リ アスロ ッ ト から引き出して、 導電マッ ト上に置きます。

4. キャ リ アのロ ッ ク ラ ッチ （図 3-11） を押しながら、 キャ リ アハンドルを閉位置まで
押し込みます。 

これによって PCI カードが下がり、 カードの交換がしやすくな り ます。

空間ができます。 

図 3-11 キャ リ アハンドルを閉める

5. 現在取り付けられているカードをキャ リ アから取り外します。 

6. 標準的な形状のカードを取り付ける場合は、 ステップ 8 に進みます。

図説明

1 キャリアハンドルを右に押します。

2 ロッ クラ ッチを左に押します。

2

1
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7. 交換用の PCI カードをキャ リ アに取り付けます。 
非常に小さい PCI カードの場合 ( 高さ 31 mm / 1.25 in.、幅 76 mm / 3.0 in. のいず
れかが該当する場合 ) 、 次の両方またはどちらかの作業が必要です。

■ タイプBカード ロ ッ クを水平スラ イダスロ ッ トから前方の垂直スライダスロ ッ ト
に移動し、 PCI カードの上部に達するまで押し下げます。

■ タイプ C カード ロ ッ ク （小型） を回転させ、 PCI カードの後部端までスラ イ ド さ
せます。

例については、 図 1-19 および図 1-20 を参照して ください。

8. PCI カードをキャ リ アにセッ ト します。

a. カードの前面部をハウジングの内側にセッ ト します （図 3-12）。

図 3-12 PCI カードの挿入

注意 – PCI カードの金具の下端部が、 キャ リ アの前面部にある RFI ガスケッ ト を破
損しないよ うに注意して ください （図 3-12）。 

b. PCI カードの前面下部に四角い切り欠きがあ り ます。 切り欠きを、 カード位置
合わせタブ （図 3-13 項 1） に合わせてから、 カードの金具をカード位置合わせ
ポス ト （図 3-13 項 2） に合わせます。

図説明

1 下の注意を参照して く ださい。

1
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図 3-13 PCI カードをキャ リ アに配置する

9. 1 つのカード ロ ッ クを使用して、 PCI カードをキャ リ アに取り付けます。

a. カード ロ ッ クを PCI カードの右端にスライ ド させます。

b. カードを所定の位置に固定し、 カード ロ ッ クネジを仮止めします。

c. PCI カードが傾いていないこ とを確認し、 カード ロ ッ クネジを締めます。

図説明

1 カード位置合わせタブ 

2 カード位置合わせポスト

  2

1
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図 3-14 カード ロ ッ クを使用して PCI カードを固定する

10. 残りのカード ロ ッ クを PCI カードの端までスラ イ ド させてカード ロ ッ クネジを締
めます。

PCI カードの形状によっては、 一部のカード ロ ッ クを使用できない場合があ り ま
す。 最低でも、 PCI カードの側面にカード ロ ッ クを 1 つ、 上部にカード ロ ッ クを
1 つ取り付けて ください。

注 - カード ロ ッ クネジが緩んでいる と、 カード ロ ッ クが外れます。 その場合は、 PCI 
カードが正し く装着されません。 

注意 – タイプ C カード ロ ッ クが使用されていない場合は、 スロ ッ ト の最も右側に配
置して ください （図 3-15）。 カード ロ ッ クの下部がカード ソケッ ト に接触している と、
PCI カードは正し く装着されません。

図 3-15 タイプ C カード ロ ッ クの未使用時の正しい位置

図説明

1 カードロッ ク

図説明

1 未使用時のタイプ C カードロックの位置

1

1
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注意 – 上部のカード ロ ッ クに過度の力を加えないでください。 過度の力を加える と、
PCI カードの金具が曲がる可能性があ り ます。 図 3-16 を参照して ください。 

図 3-16 過度の力を加える と PCI カードの金具が曲がる

11. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うにし
ます。 

注意 – ステップ 13 でキャ リ アを挿入する と きにキャ リ アプレー トが完全に持ち上が
っていないと、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの前下端に
接触して、 破損するおそれがあ り ます。 

図説明

1 上部のカードロッ クに適度な力を加え、 PCI カードを水平位置に固定します。

2 上部のカードロッ クに過度の力を加えると PCI カードの金具が曲がります。

1

2

3-14 PCI ボックス インスト レーシ ョ ン ・ サービスマニュアル SPARC Enterprise T5xxxサーバ版 • 2011 年 2 月



図 3-17 キャ リ アのロケータバー （キャ リ アハンドル閉位置の場合）

12. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 交換用のキャ
リ アを注意して合わせます。

13. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に押
し込みます。

注意 – ステップ 13 では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでくださ
い。 キャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが
突然下がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触
して、 破損するおそれがあ り ます。

14. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 
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図 3-18 PCI カード とキャ リ ア

15. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置に
固定します。

16. PCI カードを Solaris ド メ インに追加します。

詳細については、 ご使用のホス トサーバの 『サービスマニュアル』 を参照して く
ださい。 

3.3 PCI カード用ケーブルの取付け
1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. 図 3-19 および図 3-20 に示すよ うに、 ケーブルマネジメン ト ユニッ トの上部にケー
ブルを配線します。 

a. ラ ッ クの右側と左側にケーブルを配線します。

b. ケーブルの終端がケーブルプレートの上部にく るよ う配線し、 対応する PCI 
カードに向けて折り曲げて ください。

c. ケーブルタイを使用して、 ケーブルをケーブルマネジメン トユニッ トの上部に
固定します。 

図説明

1 キャリアハンドル （閉位置）

2 キャリアロッ クネジ

1

2
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注 - ケーブルタイを固定する前に、 ケーブルごとに最低 50 mm / 2 in. の空間を保守
用に確保します。 この空間があるこ とによ り、 ケーブルを取り外さな くても、 ケーブ
ルプレート とケーブルをノーマルポジシ ョ ン ( 図 4-4 ) からサービスポジシ ョ ンに移す
こ とができます。 

図 3-19 タイプ A ケーブルプレートの配線の例
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図 3-20 タイプ B ケーブルプレートの配線の例

3. I/O ケーブルを PCI カードから、 対応するデバイスまたはネッ ト ワークポートに
接続します。
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章第 4

FRU の保守と交換

この章では、 FRU （Field Replaceable Unit） の交換、 およびオプシ ョ ン部品の取付け
に関する保守手順について説明します。

この章は、 以下の項目で構成されています。

■ 保守作業マップ

■ 電源ユニッ トの交換

■ 保守作業のためのケーブルプレートの準備

■ キャ リ アの交換

■ リ ンクケーブルの交換

■ ホス トサーバの リ ンクカードの交換

■ I/O ボートの リ ンクカードの交換

■ 2 台目の I/O ボートの取付け

■ I/O ボートの交換

■ PCI ボッ クス筐体の交換
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4.1 保守作業マップ

4.2 電源ユニッ トの交換
以下は 活性交換の手順です。 2 台目の電源ユニッ トが正常に動作していれば、 システ
ムが稼働している間でも、 電源ユニッ トが交換できる こ とを意味します。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. 新しい電源ユニッ ト を開梱し、 導電マッ ト上に水平に置きます。 

注意 – 背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 電源ユニッ ト を縦
に置かないでください。 

表 4-1 保守作業マップ

FRU 作業 コ メン ト

PCI カード 新しい PCI カードの取付け

搭載されている PCI カードの交換

「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ）

「PCI カードの交換」 （3-9 ページ）

電源ユニッ ト 電源ユニッ トの交換 「電源ユニッ トの交換」 （4-2 ページ）

ケーブルのマネジ
メン ト

I/O ボートの保守のための、 ケーブルプレ
ートの準備

「保守作業のためのケーブルプレートの準備」 （4-4
ページ）

キャリア キャ リ アの交換 「キャ リ アの交換」 （4-6 ページ）

リンク リ ンクケーブルの交換

リ ンクカードの交換

「 リ ンクケーブルの交換」 （4-10 ページ）

「ホス トサーバの リ ンクカードの交換」 （4-10 ペー
ジ）

「I/O ボートの リ ンクカードの交換」 （4-11 ペー
ジ）

I/O ボート 2 台目の I/O ボートの取付け

I/O ボートの交換

「2 台目の I/O ボートの取付け」 （4-13 ページ）

「I/O ボート 1 台構成での I/O ボートの交換」 （4-
16 ページ）

「I/O ボート 2 台構成での I/O ボートの交換」 （4-
19 ページ）

筐体 PCI ボッ クス筐体の交換 「PCI ボッ クス筐体の交換」 （4-21 ページ）
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3. 故障した電源ユニッ トのスイ ッチを切り、 DC Power （ ） の LED が消 灯 して
いるこ とを確認します。

4. 電源ユニッ トのハンドルロ ッ クネジを緩めます。 

5. 電源ユニッ トのハンドルを、 全開位置まで 90 度引っ張り、 電源ユニッ トのロ ッ ク
を解除します （図 4-1）。

注意 – 電源ユニッ トは重いので注意が必要です （ 3.4 kg/7.5 lb） 。

図 4-1 電源ユニッ ト

6. 電源ユニッ トの下に手を添えて電源ユニッ トが落ちないよ うにし、 電源ユニッ ト
を PCI ボッ クスから引き出します。 

電源ユニッ ト上部に警告ラベルが見えてきたら、 電源ユニッ トは電源スロ ッ トか
らほぼ完全に引き出された状態です。

図説明

1 ハンドル

2 ハンドルロ ッ クネジ

3 警告ラベル

1

2
3
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注意 – 電源ユニッ ト後部を落と さないよ うにして ください。 電源スロ ッ トの端など
にぶつける と電源ユニッ ト後部のコネク ターが破損してしまいます。

冷却空気の漏れを防ぐため、 電源ユニッ トの背後の開閉フラ ップは閉じておきま
す。 

7. 電源ユニッ ト を、 導電マッ ト上に水平に置きます。

8. 新しい電源ユニッ ト を、 PCI ボッ クスに挿入します。 

開閉フラ ップが自動的に上に開きます。 

注 - 新しい電源ユニッ トのファンは、 PCI ボッ クスが起動する とすぐに回転し始めま
す。 

9. 電源ユニッ トのハンドルを閉位置まで 90 度回転させます。 

10. 電源ユニッ トのハンドルロ ッ クネジを締めます。 

11. 電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。 

初期化中に電源ユニッ トの Fault/Locate （ ） LED が一瞬点 灯 しますが、
すぐに消 灯 します。
初期化後に AC Power （ ） および DC Power （ ） の LED が点 灯 している
こ とを確認して ください。

他の LED 表示については、 「付録 B」 を参照して ください。 

4.3 保守作業のためのケーブルプレートの準
備
PCI キャ リ アや I/O ボート を簡単に取り外せるよ うに、 ケーブルマネジメン トユニ
ッ ト上で、 ケーブルプレート を持ち上げます。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. 2 本のケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

3. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部が
サポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げます。
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4. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） へ押し出して、 サポート金具の
上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、、 サポート金具上部にある小さな切り欠き
部分に収まるよ うにして ください。

図 4-2 タイプ A ケーブルプレート

図 4-3 タイプ B ケーブルプレート

図 4-4 の左側はケーブルプレートのノーマルポジシ ョ ンを示しています。 右側はサ
ービスポジシ ョ ンです。
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図 4-4 ケーブルプレート （ノーマルポジシ ョ ンとサービスポジシ ョ ンの側面図）

5. キャ リ アまたは I/O ボート を交換したあとは、 ケーブルプレート を ノーマルポジ
シ ョ ンに戻して、 ケーブルプレート ロ ッ クネジを締めます。

4.4 キャ リ アの交換
この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

キャ リ アは、 キーホールのいずれかにキーとなるネジを取り付けるこ とによって、 キ
ーホールに定義された番号のスロ ッ トだけで使用できるよ うにな り ます。 キーは M2
ネジです。

図説明

1 ノーマルポジシ ョ ンのケーブルプレート （下寄り）

2 サービスポジシ ョ ンのケーブルプレート （上寄り）

3 ケーブルプレート ロッ クネジ （2 箇所）

1 2

3
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図 4-5 キャ リ アスロ ッ ト キーのキーホールの位置

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

図説明

1 キー

2 キーホール 0 ～ 71

1 キーホール 7 は、 将来使用できるよ うに予約れています。

3 キャリアラベル

1

2

3
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4. キャ リ ア内の PCI カードから I/O ケーブルを引き抜きます。

5. I/O ボートから、 キャ リ アを取り外します。

a. キャ リ アロ ッ クネジを緩めます。

b. キャ リ アハンドルを完全に引き出します。

注意 – キャ リ アハンドルを引く と、 キャ リ アプレー トが上がり ます。 キャ リ アプレ
ートが完全に上がり きる前にキャ リ アを前方へ動かしてしま う と、 プラスチッ ク製の
ロケーターバー （図 3-2） が I/O ボートの前下端に接触して、 破損するおそれがあ り
ます。

c. キャ リ アをキャ リ アスロ ッ ト から引き出して、 導電マッ ト上に置きます。

d. ロ ッ ク ラ ッチ （図 3-3） を押しながら、 キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込
みます。

これによってキャ リ アプレートが下がり、 PCI カードをキャ リ ア上の取付け位
置に動かすための作業空間ができます。

6. 交換用のキャ リ アの、 故障したキャ リ アのスロ ッ ト番号に対応したキーホール
（図 4-5） に、 M2 ネジを取り付けます。

キャ リ アは、 特定のスロ ッ ト に割り当てられます。 キャ リ アが対象のスロ ッ ト に
取り付けられない場合は、 対応するスロ ッ トのキーホールに M2 ネジが取り付け
られているがど うか確認して ください。

7. キャ リ アにスロ ッ ト名および番号の書かれたラベルを貼付します。

交換用のキャ リ アには、 LINK0 、 および PCIE 1 などの粘着ラベル一式が含まれ
ています。 交換用のラベルは、 故障したキャ リ アのラベルに対応したものを使用
します。 キャ リ ア前面の開口のすぐ下にラベルを付けます ( 図 4-5) 。

8. 故障したキャ リ アから交換用のキャ リ アへ PCI カードを移し替えます。

a. 交換用のキャ リ アから、 カード ロ ッ クのプラスネジを緩めて、 ダ ミーカードを
取り外します。

b. 故障したキャ リ アを調べて、 交換用のキャ リ アでどのカード ロ ッ クを使用する
かを特定します。
交換用のキャ リ アのカード ロ ッ クを、 故障したキャ リ アとほぼ同じ位置に移動
します。

交換用のキャ リ アでは、 1 つまたは複数のカード ロ ッ クが不要になる場合があ
り ます。 使用しないカード ロ ッ クは、 邪魔にならないよ うに移動するか、 また
はキャ リ アから完全に取り外します。

c.  故障したキャ リ アで PCI カードのロ ッ クを解除し、 そのカードを交換用のキ
ャ リ アに取り付けます。
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d. タイプ C カード ロ ッ クを使用している場合は、 I/O ボートのカード ソケッ ト と
接触する位置にないこ とを確認して ください。

9. I/O ボートにキャ リ アを取り付けます。

a. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うに
します。 

b. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 キャ リ アを
注意して合わせます。

c. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に
押し込みます。

注意 – ステップ c では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでください。
キャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが突然
下がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触し
て、 破損するおそれがあ り ます。

d. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 

e. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置
に固定します。

f. I/O ケーブルを PCI カードに接続します。

10. ケーブルプレート を ノーマルポジシ ョ ン （図 4-4） に戻して、 ケーブルプレート ロ
ッ クネジを締めます。

11. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。
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4.5 リ ンクケーブルの交換
この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

注 - リ ンクの問題がリ ンクカードに起因するのか、 またはリ ンクケーブルに起因する
のかを確認できない場合、 ト ラブルシューティ ングの処理を短縮するため、 ホス トお
よび I/O ボートの リ ンクカードは、 適切な リ ンクケーブル （Copper または Optical）
と と もに注文して ください。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. I/O ボートの リ ンクカードから リ ンクケーブルを引き抜きます。

4. ホス トサーバの リ ンクカードから リ ンクケーブルを引き抜きます。

5. 交換する リ ンクケーブルを、 I/O ボートの リ ンクカードに接続します。

6. 交換する リ ンクケーブルを、 ホス トサーバの リ ンクカードに接続します。

7. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.6 ホス トサーバのリ ンクカードの交換
この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

注 - リ ンクの問題がリ ンクカードに起因するのか、 またはリ ンクケーブルに起因する
のかを確認できない場合、 ト ラブルシューティ ングの処理を短縮するため、 ホス トお
よび I/O ボートの リ ンクカードは、 適切な リ ンクケーブル （Copper または Optical）
と と もに注文して ください。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。
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3. ホス トサーバの電源を切断します。

ホス トサーバの電源の切断については、 ご使用のサーバのドキュ メン ト を参照し
て ください。

4. ホス トサーバの リ ンクカードから リ ンクケーブルを引き抜きます。

5. ホス トサーバの リ ンクカードを交換します。

リ ンクカードは PCI Express の形状をしています。 PCI カードの交換手順につい
ては、 ご使用のホス トサーバの 『サービスマニュアル』 を参照して ください。

注 - ホス トサーバがロープロファ イル型スロ ッ トの場合は、 リ ンクカードに取り付け
られているフルハイ ト型カードの金具を、 ロープロファ イル型カードの金具に交換し
て ください。 

6. 交換した リ ンクカードに リ ンクケーブルを接続します。

7. ホス トサーバの電源を投入します。

8. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.7 I/O ボートの リ ンクカードの交換
この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

注 - リ ンクの問題がリ ンクカードに起因するのか、 またはリ ンクケーブルに起因する
のかを確認できない場合、 ト ラブルシューティ ングの処理を短縮するため、 ホス トお
よび I/O ボートの リ ンクカードは、 適切な リ ンクケーブル （Copper または Optical）
と と もに注文して ください。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。

2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを切断します。

4. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。
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b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

5. I/O ボートの故障した リ ンクカードから、 リ ンクケーブルを引き抜きます。

6. I/O ボートのスロ ッ ト 0 から、 故障した リ ンクカード とキャ リ アを取り外します。

a. キャ リ アロ ッ クネジを緩めます。

b. キャ リ アの前面を軽く押しながら、 キャ リ アハンドルを開位置になるまで引き
出します。

注意 – キャ リ アハンドルを引く と、 キャ リ アプレー トが上がり ます。 キャ リ アプレ
ートが完全に上がり きる前にキャ リ アを前方へ動かしてしま う と、 プラスチッ ク製の
ロケーターバー （図 3-2） が I/O ボートの前下端に接触して、 破損するおそれがあ り
ます。

c. キャ リ アをボート スロ ッ ト から引き出して、 導電マッ ト上に置きます。

d. ロ ッ ク ラ ッチ （図 3-3） を押しながら、 キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込
みます。

これによってキャ リ アプレートが下がり、 PCI カードをキャ リ ア上の取付け位
置に動かすための作業空間ができます。

7. 故障した リ ンクカードをキャ リ アから取り外します。

8. 交換用のリ ンクカードをキャ リ アに取り付けます。

9. キャ リ アを I/O ボートのスロ ッ ト 0 に挿入します。

a. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うに
します。

b. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 キャ リ アを
注意して合わせます。

c. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に
押し込みます。
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注意 – 手順 c では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでください。 キ
ャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが突然下
がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触して、
破損するおそれがあ り ます。

d. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 

e. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置
に固定します。

10. リ ンクカードに リ ンクケーブルを接続します。

11. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。

電源ユニッ トの AC Power （ ） および DC Power （ ） の LED が点 灯 して
いるこ とを確認して ください。

他の LED 表示については、 「付録 B」 を参照して ください。 

12. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.8 2 台目の I/O ボートの取付け
この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

注 -PCI ボッ クス内に I/O ボート を 2 台搭載している場合、 両方の I/O ボート を同
じホス トサーバに接続して ください。 2 台の I/O ボート を異なるホス トサーバに接続
しないでください。 また、 デイジーチェーン構成はサポート していないため、 2 台の
I/O ボート を連結しないでください。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。
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2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. 新しい I/O ボート を開梱し、 導電マッ ト上に水平に置きます。 

注意 – 背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 I/O ボート を縦に
置かないでください。 

4. リ ンクカード とキャ リ アが既に I/O ボートに搭載されている場合は、 手順 6 に進
みます。

5. リ ンクカード とキャ リ アがまだ I/O ボートに搭載されていない場合は、 搭載しま
す。

スロ ッ ト 0 はリ ンクカード用のスロ ッ ト です。 キャ リ アには Link 0 と ラベルが
貼付されています。

a. I/O ボートから、 キャ リ アを取り外します。

各キャ リ アは、 キーによって特定のスロ ッ ト に適合するよ うになっています。
（キーは、 キャ リ アの前面上部に配置される M2 ネジです。） キャ リ ア前面のラ
ベルに、 スロ ッ ト番号が記載されています。

注意 – キャ リ アは取外しおよび取付け時に破損するおそれがあ り ます。 キャ リ アの
安全な取扱いについては、 「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ） の注意を確認して くだ
さい。 

b. ロ ッ ク ラ ッチ （図 3-3） を押しながら、 キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込
みます。

これによってキャ リ アプレートが下がり、 PCI カードをキャ リ ア上の取付け位
置に動かすための作業空間ができます。 

c. ダ ミーカードをキャ リ アから取り外します。 

ダ ミーカードの一方の側面に、 キャ リ アからの取外し手順が記載されていま
す。 ダ ミーカードのも う一方の側面には、 PCI カードの取付け手順が記載され
ています。

d. リ ンクカードをキャ リ アに取り付けます。 

PCI カードを取り付けるための正しいカード ロ ッ クの選び方については、 「カ
ード ロ ッ ク」 （1-19 ページ） を参照して ください。

6. I/O ボートにキャ リ アを搭載します。

a. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うに
します。 
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b. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 キャ リ アを
注意して合わせます。

c. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に
押し込みます。

注意 – 手順 c では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでください。 キ
ャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが突然下
がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触して、
破損するおそれがあ り ます。

d. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 

e. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置
に固定します。 

7. I/O ボートに PCI カードを取り付けます。

キャ リ アの安全な取外しおよび取付けについては、 手順 5 および手順 6 を参照し
て ください。

8. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

9. フ ィ ラーパネル上部にある 2 つの固定ネジを緩めて、 使用していない I/O ボート
からフ ィ ラーパネルを取り外します。

冷却空気の漏れを防ぐため、 電源ユニッ トの背後の開閉フラ ップは閉じておきま
す。
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10. I/O ボート を 利 用可能なスロ ッ トへ挿入します。

開閉フラ ップが自動的に上に開きます。

11. I/O ボート上部の 2 つの固定ネジで、 I/O ボート を所定の位置へ固定します。

12. ケーブルプレート を ノーマルポジシ ョ ン （図 4-4） に戻して、 ケーブルプレート ロ
ッ クネジを締めます。

13. I/O ケーブルを PCI カードに接続します。

14. I/O ケーブルを PCI ボッ クスのケーブルマネジメン トユニッ トに接続します。

ケーブル移動用のスペース と して、 50 mm / 2 in. が必要です。 ケーブルプレート
を ノーマルポジシ ョ ンからサービスポジシ ョ ンへ上げます。

15. 残りの リ ンクカードをホス トサーバに搭載します。 

a. ホス トサーバがロープロファ イル型スロ ッ トの場合は、 リ ンクカードに取り付
けられているフルハイ ト型カードの金具を、 ロープロファ イル型カードの金具
に交換します （図 2-13）。

手順 b、 手順 c、 および手順 16 については、 ご使用のサーバのドキュ メン ト を
参照して ください。

b. ホス トサーバの電源を切断します。

c. ホス トサーバに リ ンクカードを搭載します。

d. ホス トサーバの リ ンクカード と I/O ボートの リ ンクカード との間に、 リ ンクケ
ーブルを接続します。 

16. ホス トサーバの電源を投入します。

17. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.9 I/O ボートの交換

4.9.1 I/O ボート 1 台構成での I/O ボートの交換

この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 
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2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを切断します。

4. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

5. すべての I/O ケーブルにラベルを貼り ます。

6. 各 I/O ボートのスロ ッ ト 0 にある リ ンクカードから、 リ ンクケーブルを引き抜き
ます。

7. I/O ボートの PCI カードから、 I/O ケーブルを引き抜きます。

8. 故障した I/O ボート を I/O ボート スロ ッ ト から取り外し、 導電マッ ト上に水平に
置きます。 

I/O ボート上部に警告ラベルが見えてきたら、 I/O ボートはボート スロ ッ ト から
ほぼ完全に引き出された状態です。

注意 – I/O ボート後部を落と さないよ うにして ください。 ボー ト スロ ッ ト の端など
にぶつける と I/O ボート後部のコネク ターが破損してしまいます。

背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 I/O ボート を縦に置か
ないでください。

冷却空気の漏れを防ぐため、 PCI ボッ クスの背後の開閉フラ ップは閉じておきま
す。 

9. 交換用の I/O ボート を、 I/O ボート スロ ッ ト に挿入します。

開閉フラ ップが自動的に上に開きます。

10. ボートの上部にある 2 つの固定ネジで、 I/O ボート を所定の位置に固定します。
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11. 元の I/O ボートから リ ンクカード とキャ リ アを取り外します。

キャ リ アには、 Link 0 とい う ラベルが貼付されています。

各キャ リ アは、 キーによって特定のスロ ッ トに適合するよ うになっています。 （キ
ーは、 キャ リ アの前面上部に配置される M2 ネジです。） キャ リ ア前面のラベル
に、 スロ ッ ト番号が記載されています。

注意 – キャ リ アは取外しおよび取付け時に破損するおそれがあ り ます。 キャ リ アの
安全な取扱いについては、 「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ） の注意を確認して くだ
さい。 

12. 新しい I/O ポートのスロ ッ ト 0 に、 リ ンクカード とキャ リ アを搭載します。

a. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うに
します。 

b. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 キャ リ アを
注意して合わせます。

c. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に
押し込みます。

注意 – 手順 c では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでください。 キ
ャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが突然下
がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触して、
破損するおそれがあ り ます。

d. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 

e. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置
に固定します。 

13. 元の I/O ボートのスロ ッ ト 1 からスロ ッ ト 6 に搭載されている PCI カード とキャ
リ アを、 新しい I/O ボートに移設します。

キャ リ アの安全な取外しおよび取付けについては、 手順 11 および手順 12 を参照
して ください。
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14. PCI カードに I/O ケーブルを接続します。

15. ケーブルプレート を ノーマルポジシ ョ ン （図 4-4） に戻して、 ケーブルプレート ロ
ッ クネジを締めます。

16. ホス トサーバの リ ンクカード と I/O ボートの リ ンクカード との間に、 リ ンクケー
ブルを接続します。 

17. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。

電源ユニッ トの AC Power （ ） および DC Power （ ） の LED が点 灯 して
いるこ とを確認して ください。

他の LED 表示については、 「付録 B」 を参照して ください。 

18. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.9.2 I/O ボート 2 台構成での I/O ボートの交換

この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

3. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを切断します。

4. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

5. すべての I/O ケーブルにラベルを貼り ます。

6. 故障した I/O ボート を交換します。

a. 各 I/O ボートのスロ ッ ト 0 にある リ ンクカードから、 リ ンクケーブルを引き抜
きます。

b. I/O ボートの PCI カードから、 I/O ケーブルを引き抜きます。
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c. I/O ボード上部にある固定ネジ （図 1-4 の項 2） を緩めます。

d. I/O ボート を PCI ボッ クスから取り外し、 導電マッ ト上に水平に置きます。 

I/O ボート上部に警告ラベルが見えてきたら、 I/O ボートはボート スロ ッ ト か
らほぼ完全に引き出された状態です。

注意 – I/O ボート後部を落と さないよ うにして ください。 ボー ト スロ ッ ト の端など
にぶつける と I/O ボート後部のコネク ターが破損してしまいます。

背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 I/O ボート を縦に置
かないでください。

冷却空気の漏れを防ぐため、 PCI ボッ クスの背後の開閉フラ ップは閉じておき
ます。 

e. 交換用の I/O ボート を、 I/O ボートのスロ ッ トに挿入します。

開閉フラ ップが自動的に上方に開きます。

f. ボートの上部にある 2 つの固定ネジを締めます。 

7. 元の I/O ボートから リ ンクカード とキャ リ アを取り外します。

キャ リ アには、 Link 0 とい う ラベルが貼付されています。

各キャ リ アは、 キーによって特定のスロ ッ ト に適合するよ うになっています。
（キーは、 キャ リ アの前面上部に配置される M2 ネジです。） キャ リ ア前面のラ
ベルに、 スロ ッ ト番号が記載されています。

注意 – キャ リ アは取外しおよび取付け時に破損するおそれがあ り ます。 キャ リ アの
安全な取扱いについては、 「PCI カードの搭載」 （3-1 ページ） の注意を確認して くだ
さい。 

8. 新しい I/O ポートのスロ ッ ト 0 に、 リ ンクカード とキャ リ アを搭載します。

a. 全開位置までキャ リ アハンドルを引き、 キャ リ アプレートが持ち上がるよ うに
します。 

b. I/O ボートのキャ リ アスロ ッ ト上部と下部にあるカードガイ ドに、 キャ リ アを
注意して合わせます。

c. キャ リ アの金属製前面パネルを押して、 キャ リ アをキャ リ アスロ ッ トに完全に
押し込みます。

注意 – 手順 c では、 プラスチッ ク製のキャ リ アハンドルを押さないでください。 キ
ャ リ アハンドルを押すと、 PCI カード と スラ イ ド しているキャ リ アプレートが突然下
がり、 プラスチッ ク製のロケーターバー （図 3-17） が I/O ボートの下端に接触して、
破損するおそれがあ り ます。
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d. キャ リ アハンドルを閉位置まで押し込みます。

これによって、 PCI カードがカード ソケッ トに装着されます。

注意 – キャ リ アハンドルが簡単に閉じない場合は、 PCI カードが I/O ボート内のカ
ード ソケッ トに正し く装着されていないこ とが考えられます。 キャ リ アを取り外して
PCI カードを点検して ください。 PCI カードの下部が完全に水平でない場合は、 カー
ド ロ ッ クを緩めて、 キャ リ ア上の PCI カードを調整しなおして ください。 ト ラブル
シューティングに関する情報は、 「付録 D」 を参照して ください。 

e. キャ リ アハンドルの上部にあるロ ッ クネジで、 キャ リ アハンドルを所定の位置
に固定します。 

9. 元の I/O ボートのスロ ッ ト 1 からスロ ッ ト 6 に搭載されている PCI カード とキャ
リ アを、 新しい I/O ボートに移設します。

キャ リ アの安全な取外しおよび取付けについては、 手順 7 および手順 8 を参照し
て ください。

10. PCI カードに I/O ケーブルを接続します。

11. ケーブルプレート を ノーマルポジシ ョ ン （図 4-4） に戻して、 ケーブルプレート ロ
ッ クネジを締めます。

12. ホス トサーバの リ ンクカード と I/O ボートの リ ンクカード との間に、 リ ンクケー
ブルを接続します。 

13. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。

電源ユニッ トの AC Power （ ） および DC Power （ ） の LED が点 灯 して
いるこ とを確認して ください。

他の LED 表示については、 「付録 B」 を参照して ください。 

14. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4.10 PCI ボッ クス筐体の交換
こ こでは、 以下の部品を古い筐体から交換用の筐体へ移動する手順について説明しま
す。

■ 前面ベゼル

■ I/O ボート

■ 電源ユニッ ト  
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4.10.1 新しいシステムシ リ アル番号の位置

交換用の筐体には、 新しい、 システムのシ リ アル番号が含まれます。 シ リ アル番号
は、 I/O ボート内部の左側に書かれています。

以降の手順で、 新しいシ リ アル番号は、 今まで使用していたベゼルに貼付されます。
今まで使用していたベゼルが、 新しい筐体に使用されます。

新しいシ リ アル番号ラベルは、 上部カバーには用意されません。 今まで使用していた
上部カバーを、 新しい筐体に使用しないでください。

4.10.2 PCI ボッ クスの準備

この手順では、 PCI ボッ クスの電源を切断する必要があ り ます。

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。 

2. 交換用の筐体を開梱し、 導電マッ ト上に置きます。 

注 -2 つの PCI ボッ クスを並べて置けるだけの幅を持つ （1000 mm / 40 in.）、 導電マ
ッ ト を使用して ください。 

3. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを停止させます。

ド メ インの停止については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。

4. PCI ボッ クス前面にある、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを切断します。

5. PCI ボッ クスの背面で、 電源中継ケーブルから電源コードを引き抜きます。 

6. ケーブルプレート をサービスポジジ ョ ンに移動します。

a. ケーブルプレート ロ ッ クネジ （図 4-4 の項 3） を緩めます。

b. ケーブルプレート をおよそ 13 mm / 0.5 in. 手前に引き、 ケーブルプレート底部
がサポート金具上部よ り も上にく るまで、 およそ 20 mm / 0.75 in. 持ち上げま
す。

c. ケーブルプレート をサービスポジシ ョ ン （図 4-4） に押し出して、 サポート金
具の上に載せます。

ケーブルプレートの両端にあるタブは、 サポート金具上部にある小さな切り欠
き部分に収まるよ うにして ください。

7. すべての I/O ケーブルにラベルを貼り ます。 

8. 各 I/O ボートのスロ ッ ト 0 にある リ ンクカードから、 リ ンクケーブルを引き抜き
ます。
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9. I/O ボートの PCI カードから、 すべての I/O ケーブルを引き抜きます。

10. PCI ボッ クスから I/O ボート を取り外します。

a. I/O ボートの上部にある 2 本の固定ネジを緩めます。

b. I/O ボート を、 筐体から約 150 mm / 6 in. 引き出します。

c. I/O ボート を片方の手で下から支えて、 スロ ッ トから I/O ボート を引き出しま
す。

d. I/O ボート を、 導電マッ ト上に水平に置きます。

注意 – 背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 I/O ボート を縦に
置かないでください。 

e. 取り外した I/O ボートが交換用の筐体でも同じスロ ッ ト に搭載されるよ うにし
ます。 

I/O ボートにラベルを貼り ます。 

11. PCI ボッ クスの前面から、 電源ユニッ ト を取り外します。

a. 電源ユニッ トハンドルのハンドルロ ッ クネジを緩めます。

b. 電源ユニッ トハンドルを 90 度引き出して、 ロ ッ クを解除します。  

c. 電源ユニッ ト を約 150 mm / 6 in. 引き出します。

注意 – 電源ユニッ トは重いので注意が必要です （3.4 kg/7.5 lb）。 

電源ユニッ ト上部に警告ラベルが見えてきたら、 電源ユニッ トは電源スロ ッ ト
からほぼ完全に引き出された状態です。

注意 – 電源ユニッ ト後部を落と さないよ うにして ください。 電源スロ ッ ト の端など
にぶつける と電源ユニッ ト後部のコネク ターが破損してしまいます。

d. 電源ユニッ ト を片方の手で下から支えて、 PCI ボッ クスから電源ユニッ ト を引
き出します。 

e. 電源ユニッ ト を、 導電マッ ト上に水平に置きます。

注意 – 背面のプラスチッ ク製のコネク ターは破損しやすいので、 電源ユニッ ト を縦
に置かないでください。 

12. ラ ッ クから、 PCI ボッ クスの筐体を取り外します。 
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a. プラス ド ラ イバー （No.2 ） を使用して、 筐体の前面にある 4 本の固定用ネジ
を外します （図 2-6）。

b. PCI ボッ クスの筐体をラ ッ クから引き出し、 導電マッ ト上に置きます。  

空の筐体の重さは 13.6 kg / 30 lb です。 

4.10.3 ベゼルの新しい筐体への移設

1. 今まで使用していた筐体からベゼルを取り外します。

a. プラス ド ラ イバー （No.1 ） を使用して、 上部カバーを取り外します （図 4-6）。

上部カバーには 14 本のネジがあ り ます。

■ 右側面に 2 本のネジ

■ 左側面に 2 本のネジ

■ 上部に 10 本のネジ

今まで使用していた筐体の上部カバーは、 ラベルが貼付されているこ とで識別
できます。 新しい筐体の上部カバーには保守ラベルが貼付されていません。
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図 4-6 PCI ボッ クス筺体の上部カバーの取外し

b. カバーを脇に置きます。

c. プラス ド ラ イバー （No.1） を使用して、 ベゼルの上部にある 4 本のネジを外
します （図 4-7）。 その後、 ベゼルの上部を PCI ボッ クスから離すよ うに傾け、
ベゼルを持ち上げて外します。 

図説明

1 上部のネジの位置 （合計 10 本）

2 外側のネジの位置 （合計 4 本）

1

2
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図 4-7 ベゼルのネジ

2. 新しいシ リ アル番号ラベルを、 ベゼルに貼り付けます。

現在のシ リ アル番号ラベルは、 ベゼルの、 左側電源ユニッ ト開口部に貼付されて
います （図 4-8）。 

図説明

1 ベゼルネジ

  1
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図 4-8 シ リ アル番号ラベル

3. プラス ド ラ イバー （No.1） を使用して、 新しい筐体から上部カバー （図 4-6） を取
り外します。

4. カバーを脇に置きます。

注 - 今まで使用していた上部カバーから新しい上部カバーへ、 保守ラベルを移し替え
ないでください。

5. 交換用の PCI ボッ クスの筐体にベゼルを取り付けます。

a. ベゼルの上部を PCI ボッ クスから離すよ う な形で、 ベゼルを PCI ボッ クスに
対して約 10 度傾けます。

b. ベゼルの下端部が筐体前面の下に来るよ う配置します。 

筐体前面の底部にある突起がベゼルのスロ ッ トに収まるよ うにします。 

図説明

1 上部のシリアル番号ラベル

2 下部のシリアル番号ラベル

1

2
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c. ベゼルをまっすぐ立て、 4 本のプラスネジ （No.1） を使用して、 ベゼルの上部
を交換用の筐体に取り付けます。 

6. 新しい上部カバーを交換用の PCI ボッ クスに取り付けます。

注 - 新しい上部カバーには、 システムのシ リ アル番号ラベルがあ り ません。 新しいシ
ステムのシ リ アル番号は、 ベゼル （図 4-8） 上のラベルおよび、 FRU 筐体の左側 I/O
ボート内部のラベルに書かれています。

10 本のプラスネジ （No.1） を上部に取り付けます。 2 本のプラスネジ （No.1） を
両側に取り付けます。

7. 今まで使用していた上部カバーを、 古い筐体に取り付けます。

4.10.4 ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け

1. 静電気除去用リ ス ト ス ト ラ ップを正し く装着します。  

2. プラス ド ラ イバー （No.2） を使用して、 古い筐体の側面から左右の筐体ロ ッ ク金
具を取り外します （図 4-9）。

図 4-9 筺体ロ ッ ク金具の取外し
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3. 返品または適切に廃棄するために、 今まで使用していた筐体を別にしておきます。

4. 筐体ロ ッ ク金具を、 交換用筐体の両側に取り付けます。 

5. 交換用の PCI ボッ クス筐体をスラ イ ド させてラ ッ クに挿入し、 各筐体ロ ッ ク金具
に対して 2 本のプラスネジ （No.2） を使用して、 筐体を所定の位置に固定します
（図 4-10）。

図 4-10 ラ ッ クへの PCI ボッ クスの取付け

6. 筐体の正面で、 電源ユニッ ト を取り付けます。

a. 電源ユニッ トのハンドルをロ ッ ク解除位置まで引っ張り ます。 

b. 電源ユニッ トの背面がセンタープレーンにぶつかるまで、 電源ユニッ ト をスラ
イ ド させてスロ ッ トに挿入します。 

c. 電源ユニッ トのハンドルをロ ッ ク位置まで戻します。 

d. ハンドルロ ッ クネジを締めます。

e. 電源スイ ッチが切断されているこ とを確認します。 
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7. 筐体の背面で、 I/O ボート を取り付けます。 

a. I/O ボート 0 を慎重にスラ イ ド させ、 スロ ッ ト 0 に挿入します。

必要に応じて、 I/O ケーブルを邪魔にならないよ うに持ち上げます。 

b. I/O ボートの上部にある 2 本のネジを締めて、 I/O ボート を所定の位置に固定
します。 

c. 同様に、 I/O ボート 1 を取り付けます。

8. ケーブルプレート を下げて、 サービスポジシ ョ ンから ノーマルポジシ ョ ンへ戻し
ます （図 4-4）。

9. I/O ケーブルを PCI カードに接続します。

10. I/O ボート ごとに、 リ ンクケーブルをボートの リ ンクカードに接続します。 

リ ンクカード （Optical） の場合は、 2 本接続します。 TX ケーブルを 「TX」 のマ
ークが付いた リ ンクカードポートに差し込み、 RX ケーブルを 「RX」 のマークが
付いたポートに差し込みます。 

リ ンクカード （Copper） の場合、 接続は 1 本です。 

11. 電源コードを PCI ボッ クスの電源中継ケーブルに接続します。 

12. PCI ボッ クスの正面で、 両方の電源ユニッ トの電源スイ ッチを投入します。

電源ユニッ トの AC power （ ） および DC power （ ） の LED が点 灯 しま
す。 

他の LED 表示については、 「付録 B」 を参照して ください。

13. PCI ボッ クスが接続されている ド メ インを起動させます。

ド メ インの起動については、 ご使用のサーバのドキュ メ ン ト を参照して ください。
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付録 A

仕様

こ こでは、 PCI ボッ クスの設置を計画する際に必要となる、 仕様および設置諸元につ
いて説明します。

この付録は、 以下の項目で構成されています。

■ 物理仕様 

■ 保守作業のためのク リ アランス  

■ 環境仕様 

■ 電源条件 

■ 騒音値 

■ 各機関の適合規格 
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A.1 物理仕様

A.2 保守作業のためのク リ アランス
これらは、 PCI ボッ クスを保守する際に最低限必要なク リ アランスです。 

表 A-1 PCI ボッ クスの外形寸法と質量

項目 仕様

幅 440 mm / 17.3 in.

奥行き 730 mm / 29 in.

奥行き （ケーブルマネジメン トユニッ ト を含む） 1000 mm / 39 in.

高さ (4 rack units) 175 mm / 6.9 in.

質量 （I/O ボート 1 台、 電源ユニッ ト 2 台） 28.6 kg / 63 lb

質量 （I/O ボート 2 台、 電源ユニッ ト 2 台） 36.8 kg / 81 lb

表 A-2 保守作業のためのク リ アランス

項目 仕様

装置前面のク リ アランス 915 mm / 36 in.

装置背面のク リ アランス 915 mm / 36 in.
A-2 PCI ボックス インスト レーシ ョ ン ・ サービスマニュアル SPARC Enterprise T5xxxサーバ版 • 2011 年 2 月



A.3 環境仕様

表 A-3 設置諸元

環境要因 動作時 非動作時 最適条件

周囲温度 5 ～ 35 °C
(41 °F ～ 95 °F ) 

-40 ～ 60 °C3

(-4 °F ～ 140 °F ) 

3 1 km から 3 km ごとに 2 ℃下がり ます。

21 ～ 23 °C
(70°F ～ 74 °F )

湿度1

1 温度および湿度に関係なく、 結露しないこ とが条件です。

20 ～ 80% RH
（結露しないこ と）

93% RH 以下

（結露しないこ と）

40 ～ 50% RH
（結露しないこ と）

高度2

2 高度は海抜地点です。

3000 m （10,000 ft） 12000 m （39370 ft）

温度 5 ～ 35 °C (41 °F ～ 95 °F ) 
0 ～ 499 m (1637 ft)

5 ～ 33 °C (41 °F ～ 91.4 °F ) 
500 ～ 999 m (1640 ～ 3278 ft)

5 ～ 31 °C (41 °F ～ 87.8 °F ) 
1000 ～ 1499 m (3281 ～
4918 ft)

5 ～ 29 °C (41 °F ～ 84.2 °F ) 
1500 ～ 3000 m (4921 ～
9843 ft)

振動 0.2 GS, 5-500 Hz

正弦波、 全方向

IEC 60068-2-27

1.0 GS, 5-500 Hz

正弦波、 全方向

IEC 60068-2-27

衝撃 最大 5 GS, 11 ms
正弦半波

IEC 60068-2-27

最大 30 GS, 11 ms
正弦半波

IEC 60068-2-27
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A.4 電源条件

注 - 電源を冗長にするために、 2 本の電源コードをそれぞれ別系統の AC 電源に接続
して ください。

A.5 騒音値

注 - 表示の騒音値は、 ISO9296 に適合しています。

表 A-4 電源条件

項目 仕様

入力電圧 AC100 ～ 240 V、 50 ～ 60 Hz

最大入力電流 8.0 A （AC100 V 時）

4.0 A （AC220 V 時）

突入電流 10 A （電源コード 1 本あた り）

最大消費電力 600 W

相数 単相

漏洩電流 1.5 mA 以下 （電源コード 1 本あた り）

表 A-5 騒音値

説明 モード 仕様

LwAd (1 B = 10 dB) 動作時の騒音

アイ ドル時の騒音

6.7 B
6.7 B

LpAm (bystander positions) 作動モード時の騒音 59 dBA
59 dBA
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A.6 各機関の適合規格
PCI ボッ クスは、 次の規格に適合しています。 

表 A-6 各機関の適合規格

カテゴリ  関連規格

Safety Standards UL/CSA60950-1, EN60950-1, IEC60950-1, 
IEC825 and CB Scheme with all national 
differences

Emissions FCC, EN55022/CISPR22(All Class A) & 
EN61000-3-2 & -3-3

Immunity EN55024, EN61000-4-2, -4-3, -4-5, -4-5, -4-6, 
-4-8, -4-11, EN300-386

Regulatory markings system level CE, UL, BSMI, FCC, VCCI, ICES, C-tick, 
GOST-R, MIC, WEEE, & China RoHS 

Regulatory markings power supply level CE, UL, BSMI, GOST-R, MIC, CCC, S-mark

Radiated Emissions Report formats FCC, VCCI, BSMI,  & CISPR22
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付録 B

PCI ボッ クスの LED ステータスイ
ンジケータ

こ こでは、 PCI ボッ クスの前面 （図 B-1） と背面 （図 B-2） の LED のステータス状態を
一覧表示します。 

この付録は、 以下の項目で構成されています。

■ LED の位置

■ LED の状態
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B.1 LED の位置

図 B-1 筐体前面の各種 LED

図説明

1 Chassis locate （LED およびボタン） 7 PSU0 DC power

2 Chassis fault/service required 8 PSU0 AC power

3 Chassis power 9 PSU1 ready to remove

4 Chassis overtemp 10 PSU1 fault/locate

5 PSU0 ready to remove 11 PSU1 DC power

6 PSU0 fault/locate 12 PSU1 AC power

6

5

8

1 2 3 4
9

10

11

12

7
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図 B-2 筐体背面の各種 LED

注 - ロケータ LED は、 点 灯 式のプッシュボタンスイ ッチです。 この LED が点滅し
て PCI ボッ クスの位置が特定したら、 スイ ッチを押して LED を消 灯 にします。
LED を消 灯 する場合は、 ボタンを 0.5 秒以上押して ください。
なお、 ボタンを押して LED を手動で点 灯 させるこ と もできます。 

図説明

1 Chassis locate （LED およびボタン） 8 I/O boat 1 ready to remove

2 Chassis fault / service required 9 I/O boat 1 fault / locate

3 Chassis power 10 I/O boat 1 DC power

4 Chassis overtemp 11 Link card data

5 I/O boat 0 ready to remove 12 Link card management

6 I/O boat 0 fault / locate 13 Slot attention / locate （全 PCI キャリア）

7 I/O boat 0 DC power 14 Slot power （全 PCI キャリア）

1 2 3 4 8 9 10

5

6

7

14

13 11 1211 12
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B.2 LED の状態
太字は、 各 LED のデフォル トの状態を示しています。 

表 B-1 PCI ボッ クスの筐体 （正面）

LED 名 色 状態 意味

Locate 白 消 灯

点滅

－

指示したユニッ トの位置を示しています。 （4 Hz）
点滅している LED を消 灯 するには、 0.5 秒以上ボタンを押して
ください。

Fault / service 
required

橙 消 灯

点 灯

正常です。

故障を示しています。

Power 緑 点 灯

消 灯

点滅

筐体の電源が投入されていて、 片方または両方の I/O ボートの
電源が投入されています。

筐体の電源が切断されています。 
筐体の電源が投入されていて、 すべての I/O ボートの電源が切
断されています。 （0.3 Hz）

Overtemp 橙 消 灯

点 灯

温度異常はあ り ません。

温度異常に注意して ください。
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表 B-2 PCI ボッ クスの筐体 （背面）

LED 名 色 状態 意味

Locate 白 消 灯

点滅

－

指示したユニッ トの位置を示しています。 （4 Hz）
点滅している LED を消 灯 にするには、 0.5 秒以上ボタンを押し
続けて ください。

Fault / service 
required

橙 消 灯

点 灯

正常です。

故障を示しています。

Power 緑 点 灯

消 灯

点滅

筐体の電源が投入されていて、 片方または両方の I/O ボートの
電源が投入されています。

筐体の電源が切断されています。 
筐体の電源が投入されていて、 すべての I/O ボートの電源が切
断されています。 （0.3 Hz）

Overtemp 橙 消 灯

点 灯

温度異常はあ り ません。

温度異常に注意して ください。

表 B-3 I/O ボート

LED 名 色 状態 意味

Power 緑 点 灯

消 灯

点滅

I/O ボートの電源が投入されていて、 I/O ボートが認識されてい
ます。

I/O ボートの電源が切断されています。 
I/O ボートの電源が投入されているが、 I/O ボートが認識されて
いません。

Fault / Locate 橙 消 灯

点 灯

点滅

正常です。

故障を示しています。

指示したユニッ トの位置を示します。

Ready  to 
remove

青 消 灯

点 灯

交換できません。 
交換できます。 
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表 B-4 電源ユニッ ト (PSU0 および PSU1)

LED 名 色 状態 意味

Ready  to 
remove

青 消 灯

点 灯

交換できません。

交換できます。 

Fault / Locate 橙 消 灯

点 灯

点滅

正常です。

故障を示しています。

指示したユニッ トの位置を示しています。

AC Power 緑 点 灯

消 灯

AC 電源が投入されています。

AC 電源が投入されていません。 

DC Power 緑 点 灯

消 灯

DC 電源が供給されています。

DC 電源は供給されていません。 

表 B-5 キャ リ ア

LED 名 色 状態 意味

Power1

1 PCI ボッ クスに最初に電源が投入されたと き、 Power LED が点 灯 していればスロ ッ トには電源が供給されており、 Power LED が消
灯 していればスロ ッ トに電源は供給されていません。

緑 点 灯

消 灯

点滅

スロ ッ トにカードが搭載されています。

スロ ッ トは空です。

電源が遷移中です。 

Attention / 
Locate

橙 消 灯

点 灯

点滅

正常です。

故障を示しています。

指示したユニッ トの位置を示します。 （1 Hz）
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表 B-6 リ ンクカード （Copper）

LED 名 色 状態 意味

Data

 ( 右側 )
緑 点 灯

消 灯

点滅

x8 PCI Express の リ ンクが接続されている状態です。

リ ンクがダウンしている状態です。

x1 または x4 PCI-Express の リ ンクが接続されている状態 （縮退
状態） です。 （1 Hz の遅い点滅）

Management
 ( 左側 )

緑 点滅

点滅

消 灯

マネジメン ト リ ンクが立ち上がっている状態です。 （データ通信
中は点滅）

マネジメン ト リ ンクが切れている状態です。 （0.3 Hz の非常に遅
い点滅）

リ ンクカードの電源が切断されています。
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付録 C

ILOM CLI の使用

PCI ボッ クスの状態を確認する場合は、 Integrated Lights Out Management （ILOM）
のコマンド ラ インインターフェース （CLI） を使用します。 以降の例を参照して くだ
さい。

この付録は、 以下の項目で構成されています。

■ CLI の開始

■ ネームスペース内の有効なターゲッ トの表示

■ ネームスペース以降のターゲッ トの表示

■ ターゲッ ト または FRU に関する情報の表示

■ CLI の終了

■ PCI ボッ クスでの ILOM コマンド例

C.1 CLI の使用
この章では、 ILOM 関連ドキュ メン ト で共通して使用される用語を使用します。 用語
は、 PCI ボッ クスおよび PCI ボッ クスの Field Replaceable Unit （FRU） を対象と し
ています。

ILOM CLI の一般的な情報については、 『Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザ
ーズガイ ド』 を参照して ください。

ご使用のサーバで ILOM CLI を使用する場合の附加的な情報については、 ご使用のサ
ーバの 『ILOM 2.0 補足マニュアル 』 を参照して ください。
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C.1.1 CLI の開始

● ILOM CLI を開始する場合は、 以下のよ うに入力します。

C.1.2 ネームスペース内の有効なターゲッ トの表示

ネームスペース内のすべての有効なターゲッ ト を表示する場合は、 以下のよ うに入力
します。

C.1.3 ネームスペース以降のターゲッ トの表示

現在のネームスペース以降の階層にあるケーゲッ トだけを表示する場合は、 以下のよ
うに入力します。

C.1.4 ターゲッ ト または FRU に関する情報の表示

ターゲッ トについての情報を表示する場合は、 はじめに、 対象のターゲッ トに移動し
ます。

1. ターゲッ トに移動する場合は、 以下のよ うに入力します。

2. 移動したターゲッ トで、 以下のよ うに入力して、 ターゲッ トに関する情報を出力
します。

-display には、 target、 properties、 all のオプシ ョ ンがあ り ます。

# spsh

-> help targets

-> cd target

-> cd target

-> show -dispaly all
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C.1.5 CLI の終了

● CLI を終了する場合は、 以下のよ うに入力します。

C.2 PCI ボッ クスでの ILOM コマンド例
この章では、 PCI ボッ クスで使用できる ILOM CLI コマンドについて説明します。

PCI ボッ クスについての情報を表示する場合は、 はじめに、 ホス トサーバの /sys ネ
ームスペースに移動します。

/sys ネームスペースのターゲッ トの リ ス ト内に、 PCI ボッ クスがあ り ます。

出力には、 LED 名やデータレジスタ、 ホス トサーバに搭載されたり接続された り し
ているデバイスなど、 ホス トサーバについての情報が含まれています。

-> exit

-> cd /SYS
/SYS

-> show -display targets
 /SYS
    Targets:
        SERVICE
        LOCATE
        ACT
        PS_FAULT
        TEMP_FAULT
        FAN_FAULT
        MB
        HDD0
        ...
        PS3
        VPS
        IOX@nnnn
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PCI ボッ クスのネームスペースに移動します。

IOX@nnnn の情報を出力します。 -display all オプシ ョ ンを使用する と、 多くの
情報を表示させるこ とができます。

IOX@nnnn の、 はじめの 4 つのターゲッ トは LED です。 残りのターゲッ トは I/O ボ
ートや電源ユニッ ト を含んだ FRU です。

-> cd IOX@nnnn
/SYS/IOX@nnnn

-> show -display all
 /SYS/IOX@nnnn
    Targets:
        ACTIVE
        OVERTEMP
        SERVICE
        LOCATE
        IOB0
        IOB1
        PS0
        PS1

    Properties:
        type = I/O Expansion Unit
        fru_description = Centerplane for IOBOX
        fru_manufacturer = manufacturer
        fru_version = 05_53
        fru_part_number = 5016937
        fru_serial_number = XCnnnn
        fault_state = OK
        clear_fault_action = (none)

    Commands:
        cd
        reset
        show
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以下のよ うに入力して、 PCI ボッ クス内の I/O ボート 0 に関する情報を出力します。

ターゲッ トには、 I/O ボート 0 内の LED やデータレジスタ、 リ ンクカードが含まれ
ています。 Properties には I/O ボート 0 のプロパティが出力されています。

-> show -display all /SYS/IOX@nnnn/IOB0
 /SYS/IOX@X0Y1/IOB0
    Targets:
        ACTIVE
        RDY2RM
        SERVICE
        T_CHIP
        T_HOTSPOT
        V_12V_MAIN
        V_12_0V
        V_1_0V
        V_1_5V
        V_3_3V
        V_3_3AUX
        I_DC
        LINK

    Properties:
        type = I/O Boat
        fru_description = PCIE Board for IOBOX
        fru_manufacturer = manufacturer
        fru_version = 05_51
        fru_part_number = 5016939
        fru_serial_number = XEnnnn
        fault_state = OK
        clear_fault_action = (none)

    Commands:
        cd
        reset
        show
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以下のよ うに入力して、 PCI ボッ クス内の電源ユニッ ト 0 に関する情報を出力しま
す。

ターゲッ トには、 電源ユニッ ト 0 内の LED やデータレジスタ、 AC 電源ボタンが含
まれています。

-> show -display all /SYS/IOX@nnnn/PS0
 /SYS/IOX@X0Y1/PS0
    Targets:
        DCOK
        POWER
        RDY2RM
        SERVICE
        T_AMBIENT
        T_CHIP
        T_HOTSPOT
        V_12V_ANODE
        V_12V_CATHODE
        V_ISHARE
        I_DC
        S_FAN_SET
        S_FAN_ACTUAL
        SWITCH

    Properties:
        type = Power Supply
        fru_name = A195
        fru_description = A195 Power Supply
        fru_manufacturer = Tyco Electronics
        fru_version = 02_04
        fru_part_number = 3001701
        fru_serial_number = T00197
        fault_state = OK
        clear_fault_action = (none)
        prepare_to_remove_status = NotReady
        prepare_to_remove_action = (none)
        return_to_service_action = (none)

    Commands:
        cd
        reset
        show
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以下のよ うに入力して、 PCI ボッ クス内の電源ユニッ ト 1 固有の温度センサーに関す
る情報を出力します。

ターゲッ トには何も出力されません。 指定したコマンドオプシ ョ ンでは電源ユニッ ト
の周囲温度プロパティの出力が制限されます。

-> show -display all /SYS/IOX@nnnn/PS1/T_AMBIENT

 /SYS/IOX@X0Y1/PS1/T_AMBIENT
    Targets:

    Properties:
        type = Temperature
        class = Threshold Sensor
        value = 25.398 degree C
        upper_nonrecov_threshold = N/A
        upper_critical_threshold = 37.00 degree C
        upper_noncritical_threshold = N/A
        lower_noncritical_threshold = N/A
        lower_critical_threshold = N/A
        lower_nonrecov_threshold = N/A

    Commands:
        cd
        show
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付録 D

ILOM 診断メ ッセージによる ト ラブ
ルシューティング

こ こでは、 SPARC Enterprise T5XXX サーバで出力される Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) メ ッセージについて説明します。 ILOM CLI から出力されたメ ッセ
ージの内容を確認する場合に 利 用して ください。 

この付録は、 以下の項目で構成されています。

■ ILOM メ ッセージ

■ メ ッセージの例

■ Ext FRU および Ext sensor メ ッセージのク リ ア

■ Ext FRU メ ッセージ

■ Ext info メ ッセージ

■ Ext sensor メ ッセージ

D.1 ILOM メ ッセージ

D.1.1 PCI ボッ クスの ILOM メ ッセージの種類

PCI ボッ クスの場合、 すべての ILOM 診断メ ッセージは 「Ext」 で始ま り ます。
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表 D-1 ILOM メ ッセージの分類

上記以外の語で始まる ILOM メ ッセージは、 PCI ボッ クスではな く、 ホス トサーバの
状態を示しています。 ホス トサーバの問題を解決する場合は、 ご使用のサーバに関連
するマニュアルを参照して ください。 

D.1.2 PCI ボッ クスの ILOM メ ッセージで使用される項
目

PCI ボッ クスの ILOM メ ッセージには、 次の 1 つまたは複数の項目が含まれていて、
FRU を見つけるのに役立ちます。 

カテゴリ メ ッセージ一覧の参照先 

Ext FRU 表 D-3

Ext info 表 D-4

Ext sensor 表 D-5 および関連する ト ラブルシューティングの各項

表 D-2 故障した FRU の特定

項目 定義

IOX@nnnn PCI ボッ クス。 nnnn は PCI ボッ クスに搭載されたセンタープレーンのシ
リ アル番号の末尾 4 文字を表しています。 
また、 センタープレーンのシ リ アル番号の末尾 3 文字は、 PCI ボッ クスの
シ リ アル番号と一致しています。 
フルアドレスは、 通常 /SYS/IOX@nnnn です。

IOBn I/O ボート番号 0 または 1。
フルアドレスは、 通常 /SYS/IOX@nnnn/IOBn です。

LINK ホス トサーバまたは I/O ボート内の リ ンクカード。 
ホス トサーバの I/O スロ ッ トにある リ ンクカードの場合、 フルアドレスは
通常 /SYS/MB/PCIEn/LINK です。

I/O ボートにある リ ンクカードの場合、 フルアドレスは通常
/SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK です。 

PCIEn ホス トサーバ内の PCI Express スロ ッ ト 。 （上記の 「LINK」 を参照して く
ださい。）

PSn 電源ユニッ ト 0 または 1。
フルアドレスは、 通常 /SYS/IOX@nnnn/PSn です。

SYS/MB サーバとマザーボード。 
フルアドレスは、 通常 /SYS/MB です。
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D.2 メ ッセージの例

D.2.1 修理が必要な場合

文字列 Ext FRU または Ext sensor を含むメ ッセージは、 修理が必要であるこ とを
表しています。  

これらのメ ッセージは、 ILOM の show faulty コマンド または ILOM BUI の Fault 
Management タブで表示されます。 また、 PCI ボッ クスが取り付けられているホス ト
サーバの Service Required インジケータが点 灯 します。  

ILOM の show faulty コマンドによって表示される Ext FRU メ ッセージの例を、 以
下に示します。

D.2.2 修理が不要な場合

文字列 Ext info を含むメ ッセージは、 ステータス情報を提供します。  

これらのメ ッセージは、 ILOM の show faulty コマンドや ILOM BUI の Fault 
Management タブには含まれません。 これらのメ ッセージは ILOM イベン ト ログ内
に保存され、ILOM CLI を使用するか ILOM BUI の Event Logs タブで表示できます。  

ILOM CLI によって表示される Ext info メ ッセージの例を、 以下に示します。

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+--------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/IOX@X0TC/IOB1/LINK
/SP/faultmgmt/0     | timestamp              | Feb 05 18:28:20
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | Feb 05 18:28:20
  faults/0          |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | sp_detected_fault      | Ext FRU /SYS/IOX@X0TC/IOB1/LINK
  faults/0          |                        | SIGCON=0 I2C no device response

-> show /SP/logs/event/list

ID     Date/Time                     Class     Type      Severity
-----  ------------------------      --------  --------  --------
5291   Thu Jul 31 20:42:40 2008      Chassis   minor     minor
       Ext info /SYS/IOX@X0X0/PS0 input power marginal
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D.3 Ext FRUおよび Ext sensor メ ッセージ
のク リ ア
Ext FRUおよび Ext sensor の故障は、 ILOM フォールト ログから自動的にはク リ ア
されません。 問題が修復されたあとに、 故障メ ッセージを手動でク リ アする場合に
は、 set コマンドを使用します。 

以下の例は、 I/O ボート内にある リ ンクカードの Ext FRU故障メ ッセージをク リ ア
する方法を示しています。

D.4 Ext FRU メ ッセージ
Ext FRU で始まる ILOM メ ッセージが出力された場合は、 FRU に故障があるこ とを
示しています。 対象の FRU に対して修理が必要です。 

-> set clear_fault_action=true target

-> set clear_fault_action=true /SYS/IOX@X0TC/IOB1/LINK
Are you sure you want to clear /SYS/IOX@X0TC/IOB1/LINK (y/n)? y
Set clear_fault_action to true

表 D-3 Ext FRU メ ッセージ （アルファベッ ト順）

メ ッセージ FRU

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn FANCTRL PROM fail PCI ボッ クス筐体

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn FANCTRL RAM fail PCI ボッ クス筐体

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn I2C_C I2C bus fault PCI ボッ クス筐体

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn LEDCTRL=0 I2C no device response PCI ボッ クス筐体

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn LEDCTRL=1 I2C no device response PCI ボッ クス筐体

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn ECB over-current fault I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn ECB power failure I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn ECB under-voltage fault I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn FET FET failure I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn V_x_xV over-voltage fault I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn V_x_xV under-voltage fault I/O ボート n
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Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn V_x_xV voltage fault I/O ボート n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK CONTROLLER PROM fail I/O ボート n の リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK CONTROLLER RAM fail I/O ボート n の リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK I2C_LOCAL I2C bus fault I/O ボート n の リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK SIGCON=0 I2C no device response I/O ボート n の リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK SIGCON=1 I2C no device response I/O ボート n の リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/PSn fan failing 電源ユニッ ト  n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/PSn generic fault 電源ユニッ ト n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/PSn over-current fault 電源ユニッ ト n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/PSn over-voltage fault 電源ユニッ ト n

Ext FRU /SYS/IOX@nnnn/PSn temperature fault 電源ユニッ ト n

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER PROM fail ホス トサーバの リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER RAM fail ホス トサーバの リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK I2C_LOCAL I2C bus fault ホス トサーバの リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK SIGCON=0 I2C no device response ホス トサーバの リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK SIGCON=1 I2C no device response ホス トサーバの リ ンクカ
ード

Ext FRU /SYS/MB/PCIEn/LINK XMTR transmitter fault ホス トサーバの リ ンクカ
ード

表 D-3 Ext FRU メ ッセージ （アルファベッ ト順） （続き）

メ ッセージ FRU
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D.5 Ext info メ ッセージ
Ext info で始まる ILOM メ ッセージは FRU のステータス情報を示しています。 対象
の FRU に対して、 すぐに修理が必要なわけではあ り ません。 ただし、 メ ッセージが
何度も繰り返される場合は、 コンピュータルームの温度上昇や入力 AC 電源の変動な
どの、 環境的な問題を示しているこ とがあ り ます。 

表 D-4 Ext info メ ッセージ （アルファベッ ト順）

メ ッセージ 意味

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_CHIP has exceeded 
high critical threshold

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_CHIP has exceeded 
high warning threshold

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_CHIP is within normal 
range

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_HOTSPOT has exceeded 
high critical threshold

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_HOTSPOT has exceeded 
high warning threshold 

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL/T_HOTSPOT is within 
normal range

I/O ボート n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn INPUT_POWER input power available 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn INPUT_POWER input power marginal 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn INPUT_POWER input power 
unavailable

電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn SWITCH toggle switch off 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn SWITCH toggle switch on 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn SWITCH unexpected toggle switch 
off

電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_AMBIENT has exceeded 
high warning threshold

電源ユニッ ト n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_AMBIENT is within 
normal range

電源ユニッ ト n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_HOTSPOT has exceeded 
high warning threshold

電源ユニッ ト n の温度情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL/T_HOTSPOT is 
within normal range

電源ユニッ ト n の温度情報
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D.6 Ext sensor メ ッセージ
Ext sensor で始まる ILOM メ ッセージが出力された場合は、 故障があるが原因となる
FRU を特定できないこ とを示しています。 FRU に対して修理が必要です。 表 D-5 を故
障を診断する場合に 利 用できます。

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn offline, ready to remove 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn online 電源ユニッ ト n の外部電源情報

Ext info /SYS/IOX@nnnn/PSn over-current warning 電源ユニッ ト n の情報

Ext info /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER/MGMT_BUS management 
link restored

PCI Express スロ ッ ト n に取り付け
られた I/O ボートのバス リ カバリー
情報

表 D-5 Ext sensor メ ッセージ （アルファベッ ト順） / １ ） ３

メ ッセージ 参照先

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn DEMUX/PORT=n I2C bus taken by 
second system.Fault not isolated.

「I2C バスが 2 台目のシステムを必要と
する」 （D-16 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn DEMUX/PORT=0 I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn DEMUX/PORT=1 I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn FANCTRL I2C interrupt 
failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn FANCTRL I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn FANCTRL reset.Fault not 
isolated.

「フ ァンコン ト ローラの リセッ ト 」 （D-19
ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn FANCTRL timeout.Fault not 
isolated.

「フ ァンコン ト ローラのタイムアウ ト 」
（D-19 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn I2C_A I2C bus fault.Fault not 
isolated.

「I2C_A バス と I2C_B バス」 （D-10 ペー
ジ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn I2C_B I2C bus fault.Fault not 
isolated.

「I2C_A バス と I2C_B バス」 （D-10 ペー
ジ）

表 D-4 Ext info メ ッセージ （アルファベッ ト順） （続き）

メ ッセージ 意味
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Ext sensor /SYS/IOX@nnnn SEEPROM=0 I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn SEEPROM=n corrupt FRUID.Can't 
record fault.

「ManR FRUID データを読み取るこ とが
できない」 （D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn SEEPROM=1 I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn SEEPROM=2 I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn boatn location signal 
failure.Fault not isolated.

「2 台の I/O ボートが同じ PCI ボッ クス
の同じ位置にある と レポート される」
（D-15 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn boatn not being monitored.Fault 
not isolated.

「I/O ボートが監視されない」 （D-15 ペ
ージ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn ECB I2C interrupt 
failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ） . 

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn ECB I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn I2C interrupt failure.Fault 
not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn INTCONC I2C interrupt 
failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn INTCONC I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn SEEPROM corrupt FRUID.Can't 
record fault.

「ManR FRUID データを読み取るこ とが
できない」 （D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn THERMCTRL I2C no device 
response.Fault not isolated.

「I2C_A バス と I2C_B バス」 （D-10 ペー
ジ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn VSEQ I2C interrupt 
failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn VSEQ I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn boat presence signal 
failure.Fault not isolated.

「ボー トの有無に関する信号故障」 （D-17
ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK CONTROLLER I2C 
interrupt failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK CONTROLLER reset.Fault 
not isolated.

「ブ リ ッジコン ト ローラの リセッ ト 」 （D-
20 ページ）

表 D-5 Ext sensor メ ッセージ （アルファベッ ト順） / ２ ） ３

メ ッセージ 参照先
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Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK I2C_MAIN I2C bus 
fault.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK SEEPROM I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/IOBn/LINK SEEPROM corrupt 
FRUID.Can't record fault

「ManR FRUID データを読み取るこ とが
できない」 （D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn LEDCTRL I2C no device 
response.Fault not isolated.

「I2C_A バス と I2C_B バス」 （D-10 ペー
ジ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn SEEPROM I2C no device 
response.Fault not isolated.

「メ イン I2C バス」 （D-11 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn SEEPROM corrupt FRUID.Can't 
record fault.

「ManR FRUID データを読み取るこ とが
できない」 （D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL I2C no device 
response.Fault not isolated.

「I2C_A バス と I2C_B バス」 （D-10 ペー
ジ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER I2C interrupt 
failure.Fault not isolated.

「割り込み信号の故障」 （D-14 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER I2C no device 
response.Fault not isolated.

「プラ ッ ト フォーム I2C バス」 （D-12 ペ
ージ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER link card 
operating in wrong mode.Fault not isolated.

「誤ったモードでの リ ンクカードの操作」
（D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER reset.Fault not 
isolated.

「ブ リ ッジコン ト ローラの リセッ ト 」 （D-
20 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER timeout.Fault 
not isolated.

「ブ リ ッジコン ト ローラのタイムアウ ト 」
（D-20 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER/MGMT_BUS 
management link down.Fault not isolated.

「マネジメ ン トバス リ ンクのダウン」 （D-
13 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK CONTROLLER/MGMT_BUS 
management link failed.Fault not isolated.

「マネジメ ン トバス リ ンクの故障」 （D-13
ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK SEEPROM I2C no device 
response.Fault not isolated.

「プラ ッ ト フォーム I2C バス」 （D-12 ペ
ージ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK SEEPROM corrupt FRUID.Can't 
record fault.

「ManR FRUID データを読み取るこ とが
できない」 （D-18 ページ）

Ext sensor /SYS/MB/PCIEn/LINK cannot determine boat 
location.Fault not isolated.

「I/O ボートの位置を特定できない」 （D-
17 ページ）

表 D-5 Ext sensor メ ッセージ （アルファベッ ト順） / ３ ） ３

メ ッセージ 参照先
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D.6.1 I2C_A バス と I2C_B バス

これらのバスは、 ホッ ト プラグ可能な FRU に対応し、 PCI ボッ クスのセンタープレ
ーンにあるファンコン ト ローラによって継続的にポーリ ングされる I2C デバイスを含
んでいます。 

■ I2C_A バスは I/O ボート 0 （IOB0） と電源ユニッ ト （PS1） で構成されています。 

■ I2C_B バスは I/O ボート 1 （IOB1） と電源ユニッ ト （PS0） で構成されています。 

注 -FRU の交換したあとは、 ステータスが更新されるまで、 5 分以上待って くださ
い。 一時的な問題を解決するために、 どちらかのバスのステータスの変更が 5 分遅れ
るこ とが遅延の理由です。 

D.6.1 原因

■ 一時的な電源の故障。

■ PCI ボッ クスの筐体、 電源ユニッ ト 、 または I/O ボートの故障。

D.6.1 電源ユニッ トの故障

PS0 または PS1 に関する以下のメ ッセージのどちらかが表示された場合は、 以降の
手順を実行して ください。 
■ Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn LEDCTRL I2C no device 

response.Fault not isolated.

■ Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn THERMCTRL I2C no device 
response.Fault not isolated.

1. 電源ユニッ ト をスロ ッ ト から 5 秒間取り外します。

2. 電源ユニッ ト を再び差し込みます。 

3. 温度表示および電気的表示が電源ユニッ トに見られる場合は、 故障ではあ り ませ
ん。 

4. 温度表示および電気的表示が電源ユニッ トに見られない場合は、 PS0 と PS1 を交換
します。 

5. 電源に関する問題の場合は、 電源ユニッ ト を交換します。 

6. スロ ッ トに対して問題が残っている場合は、 PCI ボッ クスの筐体を交換します。 
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D.6.1 筐体または I/O ボートの故障に対する解決策

メ ッセージに IOX@nnnn、 IOB0、 または IOB1 が示されている場合は、 以下の手順を
実行して ください。 

1. I/O ボート を代替 I/O ボートベイに移動します。 

2. I/O ボートに関する問題の場合は、 I/O ボート を交換します。 

3. スロ ッ トに対して問題が残っている場合は、 PCI ボッ クスの筐体を交換します。

D.6.2 メ イン I2C バス

メ イン I2C は、 PCI ボッ クス筐体のすべての FRU に接続しています。 FRU に関する
問題によ り I2C バスが破損し、 筐体の FRU に関する問題を引き起こす可能性があ り
ます。 これらのデバイスはポーリ ングされませんが、 割り込みプロセス、 sensor クエ
リ、 FRUID クエ リや FRUID アップデートでアクセスされます。

D.6.2 原因

■ 電源ユニッ ト 0 （PS0） または電源ユニッ ト 1 （PS1） での一時的な SEEPROM の故
障。

■ リ ンクカードが I/O ボートに完全に差し込まれていません。

■ PCI ボッ クスの筐体、 電源ユニッ ト 、 I/O ボート、 またはリ ンクカードの故障。

D.6.2 電源ユニッ トの故障に対する解決策

以下のエラーと と もに、電源ユニッ ト内の SEEPROM が特定された場合は、 以降の
手順を実行して ください。 
■ Ext sensor /SYS/IOX@nnnn/PSn SEEPROM I2C no device 

response.Fault not isolated.

1. 電源ユニッ ト をスロ ッ ト から 5 秒間取り外します。

2. 電源ユニッ ト を再び差し込みます。 

3. 電源ユニッ トに関する FRUID ManR データがレポート された場合は、 故障では
あ り ません。 

4. 電源ユニッ トに関する FRUID ManR データがレポート されない場合は、 以降の
手順を続けます。 
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D.6.2 その他の故障に対する解決策

■ 最近、 新しい FRU がシステムに追加された場合は、 FRU を取り外して、 システム
からの故障がな くなるかど うかを確認します。

■ 他に何の故障もな く、 1 つのコンポーネン トが故障がレポート している場合は、 そ
のコンポーネン トに問題がある可能性があ り ます。

■ 複数のコンポーネン トが故障をレポート している場合は、 バスに問題がある可能
性があ り ます。 FRU を個別に取り外すか交換して、 どの FRU が問題を引き起こ し
ているのか判断します。

■ 電源ユニッ ト をも う一度差し込むか交換します。

■ リ ンクカードをも う一度差し込むか交換します。

■ I/O ボート をも う一度差し込むか交換します。

■ 正常とわかっている FRU を筐体に取り付けて、 筐体に故障があるかど うかを確
認します。 

D.6.3 プラ ッ ト フォーム I2C バス

ILOM では、 PCI Express スロ ッ ト から電源が切断される と、 エラーが発生しな くな
るかど うかを検出します。

D.6.3 原因

■ リ ンクカードがスロ ッ ト に完全に差し込まれていません。

■ システムの PCI Express カード スロ ッ ト の故障。

■ リ ンクカード コンポーネン トの故障。

D.6.3 解決策

■ リ ンクカードをも う一度スロ ッ ト に差し込みます。

■ リ ンクカードを他のサーバの PCI Express スロ ッ トに移動させます。 カードに関す
る問題の場合、 カードを交換します。

■ 別のリ ンクカードをスロ ッ ト に取り付けてみます。 スロ ッ ト に問題が残る場合は、
PCI Express スロ ッ ト に問題があ り ます。 

注 - このテス トでは、 サーバの リ ンクカードをボートの リ ンクカード と交換するこ と
ができます。 
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D.6.4 マネジメン トバス リ ンクのダウン

ホス トサーバが、 マネジメ ン ト リ ンク と PCI ボッ クスへのデータパスの両方を失い
ました。 

D.6.4 原因

■ リ ンクケーブルが故障している、 またはプラグが抜けています。

■ PCI ボッ クスの電源が切れていいます。

■ I/O ボートが取り外されています。

■ リ ンクカードが故障しています。 

D.6.4 解決策

■ リ ンクケーブルを確認します。

■ PCI ボッ クスへの AC 電源を確認します。

■ I/O ボートがボートベイにあるこ とを確認します。 

■ リ ンクケーブルを交換します。

■ リ ンクカードを交換します。

D.6.5 マネジメン トバス リ ンクの故障

ホス トサーバのリ ンクカードは I/O ボートの リ ンクカードを検出しましたが、 情報
をデコードできません。

D.6.5 原因

■ リ ンクケーブルの故障またはプラグが抜けています。 

■ リ ンクカードが故障しています。 

D.6.5 解決策

■ リ ンクケーブルを交換します。

■ リ ンクカードを交換します。
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D.6.6 割り込み信号の故障

FRU 中の I2C コンポーネン トは、 ハード ウェアステータスの変更やアラームイベン
ト をレポートする割り込みを発生させます。 割り込み信号テス ト中に問題が見つかっ
た場合、 または通常の割り込みプロセス中に割り込みをク リ アできなかった場合は、
エラーメ ッセージが生成されます。

注 -FRU の見つかったあと、 すべての故障がレポート されるまで少な く と も 5 分待っ
て ください。

割り込み信号故障と と もに I2C アクセス故障がレポート される と、 I2C デバイスアク
セス故障によって、 割り込み信号エラーが引き起こ される可能性があ り ます。 

D.6.6 原因

■ 他の故障による副作用がシステムに存在します。

■ 複数の FRU にわたる割り込み信号のコネク ター障害。

■ FRU の故障。 

D.6.6 解決策

■ 割り込みがク リ アできなかったこ とが原因で、 故障の状態やコンポーネン トの故
障が発生しているこ とがあ り ます。 まず、 その他すべての故障を解決し、 割り込
み故障がないこ とを確認します。

■ システムの複数のエ リ アで、 I2C アクセス故障が割り込み故障を引き起こす可能
性があ り ます。

■ I/O ボートの電圧レールの故障が VSEQ 割り込み故障を引き起こ します。 

■ 電源ユニッ トの故障が FANCTRL 割り込み故障を引き起こすこ とがあ り ます。

■ 故障がほかにない場合、以下の割り込み故障は 1 つの FRU のみのコンポーネン ト故
障を示しています。 
■ IOX@nnnn/IOBn INTCONC

■ IOX@nnnn/IOBn ECB

■ IOX@nnnn/IOBn VSEQ

I/O ボートにコンポーネン トの割り込み故障があ り ます。

■ 故障がほかにない場合、 以下の割り込み故障はコンポーネン ト故障またはコネク
ター故障を示しています。 どの FRU に故障信号が含まれているか確認するには、
FRU を交換する必要があ り ます。 FRU を交換して、 問題が FRU ベイにあるのか
新しい位置にあるのかを見つけます。
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■ IOX@nnnn/IOBn  <no component>

これは DEMUX ポートの割り込み故障です。 信号は筐体とボートに及びます。
I/O ボートおよび / またはセンタープレーン （筐体） を交換して、 故障の位置
を特定します。

■ IOX@nnnn/IOBn/LINK

割り込み信号は、 I/O ボート と I/O ボートの リ ンクカードに及びます。 リ ン
クカードおよび / または I/O ボート を交換して、 故障の位置を特定します。

■ MB/PCIEn/LINK

リ ンクカードを交換および / または別のホス トサーバの、 PCI スロ ッ ト を試し
て、 故障の位置を特定します。

D.6.7 2 台の I/O ボートが同じ PCI ボッ クスの同じ位置
にある と レポート される

以下の故障は、 FRU のプロービングおよび自動検出中に発生します。 

1 台目の I/O ボートは監視および管理されています。 2 台目の I/O ボートは管理され
ていません。

D.6.7 原因

■ I/O ボート または筐体の信号故障。

D.6.7 解決策

■ I/O ボート を代替ベイに移動します。 I/O ボートに関する問題が移動した場合、
I/O ボート を交換します。

■ I/O ボートに関する問題が移動しなかった場合、 筐体を交換します。 

D.6.8 I/O ボートが監視されない

FRU のプロービングおよび自動検出中に、 サーバソフ ト ウェアは 2 台の I/O ボート
が PCI ボッ クスの筐体で使用中である と検出しましたが、 現在 1 台の I/O ボートの
みが監視されています。 別のサーバに 2 台目のボート を取り付けている と、 1 台目の
サーバは 2 台目のボート を監視できません。 
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注意 – 同じ PCI ボッ クスにある I/O ボート を別のサーバに接続するこ とはできませ
ん。 センタープレーンおよび電源上の FRUID SEEPROM でデータ破壊の可能性があ
り ます。 

D.6.8 原因

■ I/O ボートが、 2 つの異なるシステムに接続されています。

■ I2C の故障によ り、 ホス トサーバのダウン リ ンクカードが検出されません。

■ センタープレーン筐体の破壊された FRUID コンテンツによ り、 ソフ ト ウェアは正
しい PCI ボッ クス筐体を特定できません。

D.6.8 解決策

■ 両方の I/O ボートが同じサーバに接続されているこ とを確認します。I/O ボート を
同じサーバの別のド メ インに構成できますが、 同じサービスプロセッサが I/O ボ
ート を管理する必要があ り ます。 両方のサーバが同じ FRUID データを更新しよ う
と して、 センタープレーンと電源で FRUID レコードのデータ破壊を引き起こす可
能性があ り ます。

■ ホス ト システムを調べて、 どのアド インスロ ッ ト に リ ンクカードが入っているか
を確認します。 ソフ ト ウェアが リ ンクカードを正確に検出するこ とを確認します。
リ ンクカードがあ り、 電源が投入されているが、 ソフ ト ウェアには表示されない
場合、 このスロ ッ トへの I2C バスに問題がある場合があ り ます。 リ ンクカードを
交換するか、 リ ンクカードを別のスロ ッ トに移動させます。

■ I/O ボートはあるが、 PCI ボッ クスのインスタンス番号が 4 文字でない場合、 ソフ
ト ウェアは ManR シ リ アル番号情報を読み込むこ とができません。 ボッ クス ID は
「IOX@?0」 のよ うに表示されます。

D.6.9 I2C バスが 2 台目のシステムを必要とする

DEMUX は、 DEMUX のマスターパスが予想外に変更された場合に検出およびレポー
ト します。

注意 – 同じ PCI ボッ クスにある I/O ボート を別のサーバに接続するこ とはできませ
ん。 センタープレーンおよび電源ユニッ ト上の FRUID SEEPROM でデータ破壊の可
能性があ り ます。 
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D.6.9 原因

■ I/O ボートが 2 つの異なるシステムに接続されています。

D.6.9 解決策

■ 両方の I/O ボートが同じホス トサーバに接続されるよ うに。システムを再構成しま
す。

D.6.10 ボートの有無に関する信号故障

センタープレーンのファ ンコント ローラは、 I/O ボート の温度センサーを監視しま
す。 I/O ボートはあるが、 ファンコン ト ローラが I/O ボート を検出しない場合、 エ
ラーが発生します。

D.6.10 原因

■ I/O ボート または PCI ボッ クスのセンタープレーンでの信号故障。 

D.6.10 解決策

■ I/O ボート を代替ベイに搭載して、 I/O ボートに関する問題かど うかを確認しま
す。

■ 別の I/O ボート をベイに搭載して、センタープレーンに関する問題かど うかを確認
します。 

D.6.11 I/O ボートの位置を特定できない

PCI ボッ クス、 I/O ボート、 および I/O ボートの リ ンクカードが存在するため、 ホス
トサーバ上のリ ンクカードは、 マネジメン トバス上で I/O ボート上の リ ンクカード
と正常に通信できます。 しかし、 ソフ ト ウェアはボートの位置を読み取るこ とができ
ません。 サーバリ ンクカードの位置は、 エラーメ ッセージに示されていて、 ケーブル
のも う一方の端に取り付けられた問題のハード ウェアを特定できます。

D.6.11 原因

■ ボートにあるコンポーネン トの障害。

■ メ イン I2C バスに関する I2C バスの問題。 ボート、 ボートに取り付けられた リ ンク
カード、 電源、 または筐体の障害によって引き起こ されます。
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D.6.11 解決策

■ 別のボート をボートベイに試します。

■ FRU を交換して、 I2C バスを破壊している FRU を特定します。

D.6.12 誤ったモードでの リ ンクカードの操作

ダウン リ ンクカードはマネジメン ト リ ンク上でパケッ ト を受信していますが、 データ
の形式上、 アップ リ ンクカード （I/O ボート側の リ ンクカード） はダウン リ ンクカー
ド （ホス トサーバ側のリ ンクカード） と して機能しているこ とになっています。 I/O
ボート側の リ ンクカード スロ ッ ト の未使用ピンを使用して、 リ ンクカードが I/O ボ
ートに取り付けられているのかホス トサーバに取り付けられているのかが確認されま
す。

D.6.12 原因

■ リ ンクカード または I/O ボートの Location信号の故障。

D.6.12 解決策

■ I/O ボートの リ ンクカードを交換します。 問題が解決する場合は、 リ ンクカードが
故障しています。 

■ 問題が解決しない場合は、 I/O ボート を交換して、 問題が解決するかど うか確認し
ます。 

D.6.13 ManR FRUID データを読み取るこ とができない

サービスプロセッサは、 静的 FRUID を調べて、 部品番号、 シ リ アル番号、 計器番号
を読み取り ます。 FRUID データのデコードに失敗する と、 エラーが発生します。 ど
の FRU でも この問題が起こる可能性があ り ます。 

PCI ボッ クスのセンタープレーンには 3 つの FRUID SEEPROM があ り ます。
SEEPROM=0 と SEEPROM=1 は、 デマルチプレクサの共有されない側にあ り、 PCI
ボッ クスの情報を判断するためだけに使用されます。 SEEPROM=2 は、 センタープレ
ーン上の動的 FRUID データを含む共有デバイスです。

注 - このエラーの場合、 1 つの FRU のみが故障していますが、 FRUID の故障ステー
タスをアップデート しよ う とする と失敗します。そのため、 Ext FRU ではな く  Ext 
sensor と して故障が通知されます。
D-18 PCI ボックス インスト レーシ ョ ン ・ サービスマニュアル SPARC Enterprise T5xxxサーバ版 • 2011 年 2 月



D.6.13 原因

■ FRUID がプログラムされていません。

D.6.13 解決策

■ 故障した FRU を交換します。 

D.6.14 ファンコン ト ローラの リセッ ト

ソフ ト ウェアからの リ クエス トで、 ブ リ ッジコン ト ローラはセンタープレーンへハー
ド ウェア リセッ ト信号をアサートできます。 この操作では、 エラーメ ッセージは出力
されません。 リセッ ト後、 ソフ ト ウェアはすべての I2C デバイスを再初期化します。 

D.6.14 原因

■ I/O ボート を PCI ボッ クスの筐体に挿入するこ とで、予想外のハード ウェア リセッ
ト が引き起こ されます。 

■ 電源回路が原因で、 マイク ロコント ローラのハード ウェアリ セッ ト が発生します。 

D.6.14 解決策

■ PCI ボッ クスを再初期化します。 

■ PCI ボッ クスの筐体を交換します。 

D.6.15 ファンコン ト ローラのタイムアウ ト

予定時間内 （複数回の再試行あ り） にコマンドに情報が提供されないと、 タ イムアウ
トエラーが通知されます。 

D.6.15 原因

■ ハード ウェア故障が原因で、 ファンコン ト ローラからコマンド リ クエス トバッフ
ァに情報が提供されません。

■ ハード ウェアの リセッ ト後に、 ファンコン ト ローラを再初期化する と、 コマンド
の リ クエス トがタイムアウ トする場合があ り ます。
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D.6.15 解決策

■ I2C エラーを解決し、 I/O ボートのホッ トプラグを回避します。

D.6.16 ブ リ ッジコン ト ローラの リセッ ト

ブリ ッジコン ト ローラの watchdog タイムアウ ト またはハード ウェア リセッ ト に関す
る リセッ トが通知されます。 通常の運用状態では、 リセッ トは発生しません。

D.6.16 原因

■ リ ンクカードの故障。

D.6.16 解決策

■ リ ンクカードを交換します。

D.6.17 ブ リ ッジコン ト ローラのタイムアウ ト

予定時間内 （複数回の再試行あ り） にコマンドに情報が提供されないと、 タ イムアウ
トエラーが通知されます。 

D.6.17 原因

■ I2C_LOCAL バスの故障。 

■ PCI Express リ ンクが ト レーニングされていない場合、 ブ リ ッジコン ト ローラから
コマンド リ クエス トバッファに情報が提供されません。

D.6.17 解決策

■ リ ンクカードを交換します。

■ リ ンク ト レーニングの故障を解決します。
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付録 E

ト ラブルシューティング

こ こでは、 一般的なハード ウェアの問題について説明します。 ILOM エラーメ ッセー
ジに関する ト ラブルシューティングは、 付録 D を参照して ください。

この付録は、 以下の項目で構成されています。

■ PCI ボッ クスの ト ラブルシューティング
E-1



E.1 PCI ボッ クスの ト ラブルシューティング

表 E-1 ト ラブルシューティング

エリア 症状 コ メン ト

キャ リ ア キャ リ アが装着されない • キャ リ アを I/O ボートのスロ ッ トに挿入する前に、 キャ リ アハンド
ルを完全に引き出します。 ハンドルを完全に引き出していないと、
PCI カード とキャ リ アプレートがカード ソケッ ト に接触します。

• キャ リ アが上側または下側のカードガイ ドに合っていません。

• タイプ C ロ ッ クは、 カード ソケッ ト に干渉します。

キャ リ アハンドルを閉める
と きに過度の力が要求され
る

• PCI カードがキャ リ アに正し く装着されていません。 PCI カードが
キャ リ ア上で少しでも傾いている場合は、 正し く装着されない可能
性があ り ます。

• PCI カードがソケッ ト に合っていません。 I/O ボートに対してカー
ドのタイプが正し く あ り ません。

• PCI Express ボートは、 x16 PCI Express カードに対応していませ
ん。 このボートは、 x8 PCI Express カード またはそれよ り小さい
PCI Express カードにのみ対応しています。

リ ンク リ ンクの問題が疑われる • リ ンクの問題が リ ンクカードに起因するのか、 またはリ ンクケーブ
ルに起因するのかを確認できない場合、 ト ラブルシューティ ングの
処理を短縮するため、 ホス トおよび I/O ボートの リ ンクカードは、
適切な リ ンクケーブル （Copper または Optical） と と もに注文して
ください。

ホス ト ホス ト またはサービスプロ
セッサが 1 つまたは複数の
PCI カードを認識しない

• PCI カードが完全に装着されていない可能性があ り ます。 カード と
キャ リ アを取り外し、 カードがキャ リ アに正し く取り付けられてい
る こ とを確認します。 この表の 「PCI カード」 を参照して くださ
い。

LED  • LED については、 「Appendix B 」 を参照して ください。
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電源ユニッ
ト

ファンが回転しない、 LED
が点 灯 しない

• その電源ユニッ トには、 2 台目の電源ユニッ トから DC 電流が供給
されていません。

注 - 電源ユニッ トは DC 電流を共有します。 そのため、 2 台目の電源
ユニッ トが正常に動作していれば、 ファンは動作します。

• 電源ユニッ トが装着されている こ とを確認します。 電源ユニッ トハ
ンドルを閉め、 ハンドルロ ッ クネジを締めます。

ファンは動作するが、 電源
ユニッ トが稼働しない

• 電源ユニッ ト  に電源 が投入されていない可能性があ り ます。

注 - 電源ユニッ トは DC 電流を共有しますが、 AC 電流は共有しませ
ん。 PCI ボッ クス同梱の電源 ケーブルを介して、 両方の電源中継ケー
ブルが AC 電源に接続されているこ とを確認します。 ( 図 2-11)
• 外部のサーキッ トブレーカーを確認します。 電源ユニッ ト  の電源ス

イ ッチは、 On の位置にある必要があ り ます。

PCI カード PCI カード またはキャ リ ア
がボートに う ま く装着され
ない、 またはカードがキャ
リ アの所定の位置からずれ
る

• カード ロ ッ クが緩んでいるために、 カードが傾いた可能性があ り ま
す。 カードを配置しなおしてから、 カード ロ ッ クを固定します。 カ
ードの背1 にあるカード ロ ッ クを、 カードの背に強く押し付ける必
要があ り ます。

• カード ロ ッ クに過度の力が加わり、 カードの金具が曲がった可能性
があ り ます。 ( 図 1-21) 

• カードが PCI Express でないため、 I/O ボート内のソケッ ト に合わ
ない可能性があ り ます。 I/O ボートでサポート されるカードの幅は
x8 までです。 x16 PCI Express カードはサポート されていません。
ソケッ ト内部に破損したプラスチッ クがないかど うか確認して くだ
さい。

PCI カードがキャ リ アに う
ま く装着されない

• カードの金具の上部を、 キャ リ アのフロン トハウジング内にある位
置合わせポス トに収める必要があ り ます ( 図 1-23) 。

• カードの金具の下部が、 キャ リ アのフロン トハウジング内にある
RFI ガスケッ トの後方に折れ曲がっている可能性があ り ます ( 
図 1-24) 。

• カードの下部が、 キャ リ アの前面下部にある位置合わせタブに接触
している可能性があ り ます ( 図 1-22 ) 。

1 水平方向にスライ ドするカード ロ ッ クを指します。 垂直方向にスライ ドするカード ロ ッ クについては、 重要度が低くな り ます。

表 E-1 ト ラブルシューティング （続き）

エリア 症状 コ メン ト
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